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ごあいさつ

　

　水戸市の東部に位置する常澄地区には，本書で報告する東前原遺跡をはじ

め，小原遺跡，梶内遺跡，那賀郡家の別院とも考えられている大串遺跡など

の重要な遺跡が存在しており，古くから連綿と人々の生活が営まれるととも

に，古代律令体制下において重要な地域であったことが判明しつつあります。

　一方，常澄地区の一画をなす東前町周辺では，近年の区画整理事業に伴い，

周辺に位置する遺跡の様相が大きく変わりつつあります。そのため，本市教

育委員会では，東前町周辺に今も眠っている遺跡の実像を後世に伝えるため，

文化財保護法並びに関係法令に基づき，遺跡の保護保存に努めているところ

です。

　本書は，道路改良等の工事に伴う記録保存を目的とした発掘調査の成果報

告書であります。調査では，広範囲にわたる古代の集落跡と，粘土貼土坑等

の中世を中心とする多くの遺構や遺物が検出され，大変貴重な成果となりま

した。

　ここに刊行の運びとなりました本書を契機として，かけがえのない貴重な

文化財に対する愛着を深めていただくとともに，学術研究等の資料として，

広く御活用いただければ幸いです。

　最後になりましたが，発掘調査の実施にあたりまして多大なる御理解と御

協力を賜りました関係各位に，心から感謝を申し上げます。

　　　平成31年３月　

水戸市教育委員会教育長　　本多　清峰　　





例　　言

１　本書は，水戸市東前町地内における区画道路６－17号外1路線道路改良及び造成並び

に流域関連下水道工事に伴う発掘調査報告書である。

２　発掘調査は，株式会社アートの調査支援を受け，水戸市教育委員会が主体で行った。

３　調査の概要は下記の通りである。

　　　所 在 地　第14地点 第２次　水戸市東前町1221他６筆の各一部

　　　　　　　　　（東前第２土地区画44街区２・３・10・12，同５の一部）

　　　　　　　　　第15地点 第３次　水戸市東前町1130－３他５筆の各一部

　　　　　　　　　（東前第２土地区画６－32号線の一部）

　　　調 査 面 積　第14地点（Ａ区）400㎡　第15地点（Ｂ区）390㎡　計790㎡

　　　調 査 期 間　平成30（2018）年７月17日　から　平成30（2018）年９月19日　まで

　　　調 査 主 体　水戸市教育委員会

　　　調査担当者　新垣　清貴（水戸市教育委員会事務局教育部歴史文化財課埋蔵文化財センター）

　　　調 査 支 援　辻　弘和（株式会社アート）

　　　調査参加者　坂場　光雄，清水　昊，鈴木めぐみ，谷川　明正，飛田けい子，

　　　　　　　　　三浦　睦子

　　　事 務 局　関口　慶久（埋蔵文化財センター所長）

　　　　　　　　　米川　暢敬（埋蔵文化財センター主幹）

　　　　　　　　　新垣　清貴（埋蔵文化財センター主幹）

　　　　　　　　　廣松　滉一（埋蔵文化財センター文化財主事）

　　　　　　　　　丸山優香里（埋蔵文化財センター嘱託員）

　　　　　　　　　染井　千佳（埋蔵文化財センター嘱託員）

　　　　　　　　　松浦　史明（埋蔵文化財センター嘱託員）

　　　　　　　　　有田　洋子（埋蔵文化財センター嘱託員）

　　　　　　　　　昆　志穂 　（埋蔵文化財センター嘱託員）

　　　　　　　　　米川　健太（埋蔵文化財センター臨時職員）

４　本書は，辻，新垣が分担して執筆し，新垣の指導のもと辻が編集した。

５　出土遺物及び図面・写真等の記録類は，一括して水戸市埋蔵文化財センターにて保管

している。

６　発掘調査から本書の刊行に至るまで，下記の諸機関よりご指導・ご協力を賜った。ご

芳名を記して深く謝意を表する（敬称略・順不同）

　　公益財団法人茨城県教育財団　有限会社日誠土木　関東文化財振興会株式会社

　　佐々木　義則

－ ⅰ －



凡　　例

１　本書に記してある座標値は，世界測地系第Ⅸ系を用いている。方位は座標北を示す。

２　本文中の色調表現は，『新版標準度色帖』2008年版（農林水産省農林水産技術会議事

務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修）を用いた。また，土層説明の中でのべ

た粒状の規模は，「粒子」は１㎜以下，「小ブロック」は１～５㎜，「中ブロック」は，

５～ 10㎜，「大ブロック」は10㎜以上のものを表し，含有物の量は，微量（１～２%），

少量（２～５％），中量（５～ 10％），多量（10％以上）を表した。

３　標高は海抜標高である。

４　掲載した図面の基本縮尺は以下の通りである。

　　遺構図　　東前原遺跡周辺遺跡地図1/25,000　グリッド設定図・全体図1/300　1/100　

　　　　　遺構図　1/60　1/40　1/30

　　なお，変則的な縮尺を用いた場合には，スケールによってその縮尺を示した。

　　遺物図　　原則1/3とする。ただし，種類や大きさにより異なる場合もあり，それら

については個々に縮尺をスケールで示した。

５　遺構・遺物実測図中のスクリーントーン及び記号は以下に示すとおりである。

　　遺構　　－・－硬化面　　　　粘土貼

　　遺物　　　　赤色処理　　　　施釉　　　　黒色処理　　　　煤・油煙

６　実測図・遺物観察表・本文中で用いた略号は，次の通りである。

　　SI－竪穴建物　　SK－土坑　　SD－溝跡　　SX－不明遺構　　Ｐ－ピット　

　　Ｋ－攪乱

７　主軸は竪穴建物の竈を通る軸線，土坑は長軸とし主軸方向はその主軸が座標北からみ

てどの方向にどれだけ振れているかを角度で示した。（例　Ｎ－10°－Ｗ）

８　遺物観察表の記載方法は，次のとおりである。

　　（１）　計測値の単位は，㎝，gである。なお，現存値は［　］で，推定値は（　）で示した。

　　（２）　備考の欄は，その他必要と思われる事項を記した。

９　Ａ，Ｂ区ともに，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ａ区は，Ｘ座標＝38,080ｍ，

Ｙ座標＝62,350ｍの交点を基準点（Al）とし，Ｂ区は，Ｘ座標＝37,960ｍ，Ｙ座標＝

62,160ｍの交点を基準点（Al）とした。座標数値に関しては世界測地系を用いている。

調査区内は10ｍ毎にグリッドを設定した。

－ ⅱ －
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図版９ 第16号土坑土層断面（西から）　第17号土坑全景（南から）　第17号土坑土層断面（南から）

 第20号土坑全景（北から）　第20号土坑土層断面（北東から）

 第20号土坑遺物出土状況（北から）　第21号土坑全景（南から）

 第21号土坑土層断面（南から）

図版10 第22号土坑全景（南から）　第22号土坑土層断面（南から）　第23号土坑全景（西から）

 第23号土坑土層断面（西から）　第24号土坑全景（南から）　第24号土坑土層断面（南から）

 第25号土坑全景（北から）　第25号土坑土層断面（北から）

図版11 第26号土坑土層断面（南から）　第27号土坑全景（北から）　第27号土坑土層断面（北から）

 第30号土坑全景（東から）　第30号土坑土層断面（東から）　第31号土坑全景（西から）

 第32号土坑全景（西から）　第33号土坑全景（西から）

図版12 第31 ～ 33号土坑土層断面（西から）

 第33号土坑土層断面（西から）　第34号土坑全景（東から）　第35号土坑全景（北から）

 第36号土坑全景（西から）　第37号土坑全景（北西から）　第38号土坑全景（南東から）

 第39号土坑全景（南西から）

図版13 第37 ～ 39号土坑土層断面（南西から）　第41号土坑全景（北から）

 第41号土坑土層断面（北から）　第42号土坑全景（西から）　第42号土坑土層断面（南西から）

 第１号溝跡全景（西から）　第１号性格不明遺構全景（北から）

 第１号性格不明遺構土層断面（北から）
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図版14 Ｂ区全景（南から）　遺構検出状況（南から）　第１号竪穴建物跡全景（南から）

 第１号竪穴建物跡土層断面（西から）　第１号竪穴建物跡遺物出土状況（南から）

図版15 第２号竪穴建物跡全景（南から）　第２号竪穴建物跡土層断面（北西から）

 第２号竪穴建物跡遺物出土状況（南から）　第３号竪穴建物跡全景（南から）

 第３号竪穴建物跡北壁土層断面（南から）　第３号竪穴建物跡西壁土層断面（東から）

 第１号土坑全景（北から）　第１号土坑土層断面（北から）

図版16 第２号土坑全景（北から）　第２号土坑土層断面（北から）　第３号土坑全景（北から）

 第３号土坑土層断面（北から）　第４号土坑全景（東から）　第５号土坑全景（東から）

 第６号土坑全景（南から）　第６号土坑土層断面（南から）

図版17 第７号土坑土層断面（南から）　第８号土坑土層断面（北から）　第９号土坑全景（北から）

 第10号土坑全景（南から）　第10号土坑土層断面（南から）　第11号土坑全景（西から）

 第11号土坑土層断面（西から）　第12号土坑全景（南から）

図版18 第12号土坑土層断面（南から）　第14号土坑全景（南西から）

 第14号土坑土層断面（南西から）　第15号土坑全景（南から）　第15号土坑土層断面（南から）

 第16号土坑土層断面（南から）　第17号土坑全景（北東から）

 第17号土坑土層断面（北東から）

図版19 第18号土坑全景（北から）　第18号土坑土層断面（北から）　第19号土坑全景（南東から）

 第19号土坑土層断面（南東から）　第20号土坑全景（北から）　第21号土坑全景（南から）

 第21号土坑土層断面（南から）　第22号土坑全景（北東から）

図版20 第23号土坑土層断面（西から）　第24号土坑全景（北西から）

 第24号土坑土層断面（北西から）　第25号土坑全景（南東から）

 第25号土坑土層断面（南東から）　第26号土坑全景（北東から）　第27号土坑全景（北から）

 第28号土坑土層断面（南から）

図版21 第１号溝跡検出状況（北から）　第１号溝跡全景（北から）

 第１号溝跡２土層断面（南から）　第１号溝跡３土層断面（南から）

 第１号溝跡４土層断面（南から）　基本層序１土層断面（北から）

 基本層序２土層断面（西から）　基本層序３土層断面（西から）

図版22 Ａ区 第１号竪穴建物跡出土遺物１　Ａ区 第１号竪穴建物跡出土遺物２

 Ａ区 第１号竪穴建物跡出土遺物３　Ａ区 第１号竪穴建物跡出土遺物４

 Ａ区 第２号竪穴建物跡出土遺物１　Ａ区 第２号竪穴建物跡出土遺物２

 Ａ区 第２号竪穴建物跡出土遺物３

図版23 Ａ区 第４号竪穴建物跡出土遺物１　Ａ区 第４号竪穴建物跡出土遺物２

 Ａ区 第４号竪穴建物跡出土遺物３　Ａ区 第４号竪穴建物跡出土遺物４

 Ａ区 第８号土坑出土遺物１　Ａ区　第８号土坑出土遺物２　Ａ区 第10号土坑出土遺物１

 Ａ区 第14号土坑出土遺物１　Ａ区   第20号土坑出土遺物１

図版24 Ａ区 第20号土坑出土遺物２　Ａ区 第23号土坑出土遺物１　Ａ区 第24号土坑出土遺物１

 Ａ区 第36号土坑出土遺物１　Ａ区 第36号土坑出土遺物２　Ａ区 第36号土坑出土遺物３

 Ａ区 第37号土坑出土遺物１　Ａ区 第37号土坑出土遺物２　Ａ区 第37号土坑出土遺物３

 Ａ区 第38号土坑出土遺物１

図版25 Ａ区 第39号土坑出土遺物１　Ａ区 第41号土坑出土遺物１　Ａ区 第41号土坑出土遺物２

 Ａ区 第41号土坑出土遺物３　Ａ区 第42号土坑出土遺物１　

 Ａ区 第１号性格不明遺構出土遺物１　Ａ区 第１号性格不明遺構出土遺物２

 Ａ区 遺構外出土遺物１　Ａ区 遺構外出土遺物２　Ａ区 遺構外出土遺物３

図版26 Ａ区 遺構外出土遺物４　Ａ区 遺構外出土遺物５　Ａ区 遺構外出土遺物６

 Ａ区 遺構外出土遺物７　Ａ区 遺構外出土遺物８　Ａ区 遺構外出土遺物９

 Ｂ区 第１号竪穴建物跡出土遺物１　Ｂ区 第２号竪穴建物跡出土遺物１

 Ｂ区 第22号土坑出土遺物１
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第１図　第14地点試掘調査のトレンチ配置と
遺構検出状況図

第１章　調査に至る経緯と調査経過

第１節　調査に至る経緯（第１図）

水戸市長高橋靖（都市計画部市街地整備課東前地区開発事務所扱）から，水戸市教育委

員会（以下「市教委」という。）教育長あて，「埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いに

ついて（照会）」が２通提出された。一つは平成 29 年 11 月 16 日付け東開第 284 号にて土

地区画整理事業に伴うもの（水戸市東前町 1211 他 6 筆の各一部，以下「Ａ区」という）で，

もう一つは，平成 29 年 10 月 24 日付け東開第 237 号にて区画整理事業道路建設に伴うもの

（水戸市東前町 1130-3 他 3 筆の各一部，以下「Ｂ区」という）である。

照会地は，いずれも周知の埋蔵文化財包蔵地「東前原遺跡」に該当していることから，

市教委は事業計画に基づき，平成 29 年 12 月 15 日から平成 29 年 12 月 19 日にかけてＡ区

の試掘・確認調査を実施した（東前原遺跡第 14 地点第１次）。その結果，複数の埋蔵文化

財の分布を確認した（第１図）。

一方Ｂ区については，平成 27 年実施の第６地点の調査結果から古代の遺構が確認され

ており，埋蔵文化財が存在していることは確実であったため，試掘・確認調査は実施しな

かった。

その後Ａ・Ｂ区全体での事業計画と試掘調査成果及び周辺の調査結果を照合し，「茨城

県埋蔵文化財発掘調査等取扱い基準」原則Ⅲに該当するものと判断された。そのため，市

教委は，その保存のあり方について都市計画部市街地整備課東前地区開発事務所（以下「事

業課」という。）と協議を進めたが，工事による埋蔵文化財への影響は不可避であるとの

結論に達した。従って工事にあたっては，記録保存を目的とした本発掘調査が必要である

とし，事業課から提出のあった文化財保護法第 94 条第１項に基づく「埋蔵文化財発掘の

通知について」を平成 29 年 10 月 30 日付け教埋第 1408 号（Ａ区）及び平成 29 年 11 月 16

日付け教埋第 1341 号（Ｂ区）にて茨城県教育委員会（以下「県教委」という。）教育長あ

て進達した。この通知に対し，県教委教育長から平成 30 年２月 20 日付け文第 2975 号にて（Ａ

区）及びＢ区を，平成 30 年２月 20 日付け文第

2973 号（Ｂ区）にて工事前に発掘調査を実施

すること，また，調査の結果重要な遺構が確認

された場合には，その保存について別途協議を

要する旨の指示・勧告があった。

これを受けて，市教委は工事対象地のうち，

埋蔵文化財が確認されたＡ区 400 ㎡及びＢ区

390 ㎡を調査対象とし，株式会社アートと発掘

調査支援業務委託を締結のうえ，平成 30 年７

月３日から平成 30 年８月 17 日の期間をもって

本発掘調査を実施した。
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第１章　調査に至る経緯と調査経過

第２節　調査の方法と経過

　今次の発掘調査は，平成30年７月３日から９月19日の約２か月半間にわたって実施した。

第14地点第２次調査区をＡ区，第15地点第３次調査区をＢ区とそれぞれ呼称し，調査を行っ

た。

　７月３日にＡ区から重機による表土除去を開始した。調査区近接地には，電柱が架設さ

れているため，慎重な作業を余儀なくされた。表土をある程度除去した段階から，遺構確

認のための精査を人力にて行った。その結果，この地点は古代及び中世の２時期に分かれ

ることが判明したため，まず中世の遺構から調査を開始し，その後，古代の遺構の調査を

行った。遺構は竪穴建物跡４軒，土坑41基，性格不明遺構１基，溝跡１条を検出した。８

月17日にＡ区の調査が終了した。

　Ｂ区は，８月27日から重機による表土除去を行った。調査区の東西には住宅が立ち並び，

上空には電線が架設されており，それらを避けながら慎重に行った。Ａ区と同様に表土を

除去した段階から，遺構確認のための精査を人力にて行った。遺構は竪穴建物跡３軒，土

坑28基，溝跡１条，ピット12基を検出した。９月19日にＢ区の調査が終了した。

　調査区の座標はＡ，Ｂ区ともに，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ａ区は，Ｘ

座標=38,080m，Ｙ座標=62,350mの交点を基準点(Al)とし，Ｂ区は，Ｘ座標=37,960m，Ｙ座標

=62,160mの交点を基準点(Al)とした。座標数値に関しては世界測地系を用いている。調査

区内を，10ｍ毎にグリッドを設定した。

　検出した遺構・遺物の記録には，光波トランシット及び自動レベルを用い，簡易遣り方

測量及び光波トランシットによる座標測量を行った。遺構については平面・土層断面を

1/20を原則とし適宜記録した。

　遺構の名称については，調査区毎及び遺構毎に１から通し番号をつけた。

　出土遺物は，遺構内外で遺物が出土した場合は，遺構等との関連性を確認しながら遺構

毎及びグリッド毎に１から通し番号をつけて座標にて取り上げた。

　写真撮影は，一眼レフデジタルカメラ(1,420万画素)を使用し，適宜記録を行った。

整理作業調査は平成 30 年９月 22 日から平成 31 年３月 15 日まで実施した。

遺物は洗浄から開始し，終了後注記を行った。注記は遺跡名・地点名を第 14 地点は「201259

－014」，第 15 地点は「201259－015」とし，その後ろに遺構名・取り上げ№等を記入した。

遺物への注記は，白色のポスターカラーで行い，ニスでコーティングを施した。注記終

了後に遺物を器種ごとに分類し接合を行った。接合が終了した時点で掲載遺物を抽出し

た。その後，掲載遺物を含め出土地点・器種ごとに分類し破片・個体数の点数及び重量を

計測した。掲載遺物は方眼紙に原寸で手実測し，実測原図を 2/3 に縮小したものを「adobe 

Illustrator CC」でトレースした。遺物写真は一眼レフデジタルカメラ（1,790 万画素）で

撮影した。

遺構図は現場で 1/20 等で手実測した図面を方眼紙に第二原図を作成し，第二原図を 2/3

に縮小して「Adobe Illustrator CC」でトレースした。

原稿執筆は，「Microsoft Word2013」で行い，版組みは「Adobe InDesign CC」で行った。

編集及び校正は，水戸市教育委員会と辻が協議の上行った。　　　　　　　　　　　（辻）
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第２章　遺跡の地理的環境と歴史的環境

第１節　地理的環境

　東前原遺跡は，茨城県水戸市東前町地内に所在している。

　水戸市は，県のほぼ中央部に位置し，北は那珂市・東茨城郡城里町，東はひたちなか市

・東茨城郡大洗町，南は東茨城郡茨城町，西は笠間市と接している。市域は，江戸時代水

戸徳川家の城下町として栄え，明治時代以降は県庁所在地として，本県の政治，経済，文

化の中心地となっている。

　市域の地形は，北西から南東に流れる那珂川とその支流である桜川や涸沼川により形成さ

れた沖積低地（標高10ｍ以下）と，南西側の洪積台地である東茨城台地（標高20 ～ 30ｍ），

北西側は鶏足山塊からの丘陵地（標高60 ～ 200ｍ），北東側の一部は那珂川左岸の那珂台地

からなっている。

　台地の地質は，古生代の鶏足層を基盤とし，下層から第三紀層の泥岩からなる水戸層，

第四紀層の粘土や砂で構成される見和層，段丘礫層の上市層，灰白色粘土の常総粘土層，

関東ローム層の順に堆積している。また，低地部は沖積谷に河川堆積物である砂礫層が堆

積し，場所によっては有機質の黒色泥や草炭類の堆積が見られる。

　

第２節　歴史的環境（第２図/第１表）

　本遺跡の所在する常澄地区は，原始・古代から多くの遺跡が確認されている。国指定史

跡である大串貝塚は，奈良時代に書かれた『常陸国風土記』に「平津の驛家の西一二里に

岡あり。名を大櫛といふ。上古，人あり。躰は極めて長大く，身は丘壟の上に居ながら，

手は海濱の蜃を摎りぬ。其の食ひし貝，積聚りて岡と成りき。時の人，大　の義を取りて，

今は大櫛の岡と謂ふ‥」とあり（秋元校注1958），古代から注目されていた場所である。以下，

『茨城県遺跡地図』（茨城県教育庁文化課編2001）の中で報告されている水戸市常澄地区を

中心に主な遺跡を時代別に概観する。

　旧石器時代の遺跡は，ナイフ型石器文化の後半に位置付けられる森戸遺跡〈201－177〉

がある。

　縄文時代になると，沖積低地に沿った台地縁辺部に数多くの遺跡が確認されている。特

に大串貝塚〈201－175〉は，大場磐雄をはじめ多くの研究者によって７度の発掘調査が実

施されている。調査の結果，多量の貝殻や獣骨，魚骨，土器が出土し，前期の貝塚である

ことがわかった。また，下畑遺跡では，加曽利Ｅ式，大木８ｂ式期の竪穴建物跡をはじめ

とする遺構群が確認され，中期から後期にかけての人々の営みを知ることができる（水戸

市下畑遺跡発掘調査会編1985）。その他，谷田貝塚，六地蔵寺遺跡〈201－181〉，上平遺跡〈201

－193〉，東前遺跡〈201－179〉，向山遺跡〈201－178〉，道西遺跡〈201－279〉等が挙げられる。

　弥生時代の遺跡は，丘陵沿いの台地上や縁辺部に確認される。東前原遺跡〈201－259〉

では，後期の竪穴建物跡が確認されている。また，芳賀遺跡，高原遺跡〈201－147〉，大

道端遺跡においても当該時期の遺物が分布している。
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　古墳時代になると，随所に大小の集落が営まれ，多くの古墳が築造されるようになる。

　古墳は，那珂川右岸と涸沼川左岸の台地上縁辺部に小形の円墳を中心に群集している。

六反田古墳群〈201－250〉，愛宕神社古墳〈201－189〉，金山塚古墳群〈201－186〉，大串古

墳群〈201－187〉，高原古墳群〈201－242〉，涸沼台古墳群〈201－195〉，小山古墳群〈201－

191〉，森戸古墳群〈201－192〉，下入野古墳群，長福寺古墳群〈201－194〉，下入野西古墳

群等が挙げられる。

　水田下から五領式土器が発見された沖積低地上の六反田広町遺跡〈201－203〉は，市域

において数少ない低地遺跡の一つである。また，北屋敷遺跡〈201－248〉からは，古墳時

代前期の竪穴建物跡２軒と中期の竪穴建物跡１軒が確認されており，古墳と集落との関係

を考えるうえで興味深いものとなっている（茨城県教育財団編1993）。前期の集落として

大串遺跡〈201－176〉，後期の集落として竪穴建物跡８軒確認された梶内遺跡〈201－246〉

がある。

　奈良・平安時代の集落跡は，竪穴建物跡18軒が確認された向山遺跡をはじめ，大串遺跡，

梶内遺跡，諏訪前遺跡〈201－244〉，沢幡遺跡〈201－345〉，高原遺跡，北屋敷遺跡等が挙

げられる。向山遺跡は，東茨城台地南東端の那珂川に面した台地縁辺部に立地し，竪穴建

物跡からは，布目瓦や墨書土器が出土している。また第14号竪穴建物跡から，10世紀代の

土師器皿内面に描かれた人面墨書土器が出土している。大串遺跡では，桁行６間×梁行３

間の大型掘立柱建物跡等が発見されている。掘立柱建物跡の柱抜き取り穴からは多量の炭

化材と炭化米が，区画溝からは炭化した穎稲や穀稲が出土している。これらの建物は正倉

の性格を有し，火災によって焼失したことが明らかになっている。そのほか「厨」銘墨書

土器も出土している（水戸市教育委員会編2008）。梶内遺跡では，７世紀から10世紀まで

の竪穴建物跡が109軒確認されている。長期にわたり継続する集落跡であり，「舎人」「長」

や里（郷）名を記したとみられる「芳」銘墨書土器のほか，円面硯が出土している（茨城

県教育財団編1995）。両遺跡とも官衙関連遺跡の可能性がある。諏訪前遺跡では，８世紀

と９世紀前葉の竪穴建物跡５軒が確認されている（茨城県教育財団編1993）。沢幡遺跡では，

９世紀前葉から10世紀前葉の竪穴建物跡14軒が確認されている。沢幡遺跡からは，「堤東」

や「伍仔」等の墨書土器や愛知県猿投窯産陶器，鉄製品が多量に出土している（茨城県教

育財団編1993）。大串遺跡からは，９世紀代の須恵器製蔵骨器が２点出土しており，平安

時代の当地域に火葬の風習が入っていたことが理解できる。

　『新編常陸国誌』によれば，当時の常澄地区は，那賀郡芳賀里（郷）に属していたとの

記載がある（中山1979）。那賀郡の郡衙は，「仲寺」の墨書土器や「徳輪寺」と記された文

字瓦が出土した台渡里官衙遺跡群に比定されている。また，那賀郡には奈良時代に平津駅

家が置かれていた。平津駅家の位置は，『常陸国風土記』の「平津駅家の西１，２里に大串

の岡がある」との記載から，現在の平戸地区に展開するものと推定されている。平津にあっ

たとされる河岸は，蝦夷征東のための軍需物資の中継地であり，それに連動した平津駅家

も通常の駅家と性格を異にする施設があったものと考えられている。こうした地理的・歴

史的背景を有する奈良・平安時代の常澄地区は，台地上を中心として，いくつもの集落が

営まれていたものと考えられる。
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第２節　歴史的環境

　中世には，常陸大掾氏の一族石川氏がこの地域一帯を開発・支配していた。当遺跡周辺

に位置する主な城館跡としては，椿山館跡〈201－201〉，和平館跡〈201－202〉，大串原館跡〈201

－261〉，久保山館跡〈201－268〉が挙げられる。いずれの館跡も土塁の残存が報告されて

いるが，調査事例が少なく詳細については不明な点が多い。

　近世においては，立原伊豆守の居所と言われる伊豆屋敷跡〈201－251〉からは３条の土

塁と１条の溝跡が確認されている（水戸地方埋蔵文化財調査研究会編1998）。

　以上のように東前原遺跡が立地する台地上には，縄文時代から近世に至るまでの多くの

遺跡が所在している。

引用・参考文献

秋元吉郎校注　1958年『風土記』「常陸國風土記」（日本古典文学大系２）岩波書店

茨城県編　1979年３月『茨城県史料　考古資料編　先土器・縄文時代』

茨城県教育財団編　1993年３月『中ノ割遺跡・小山遺跡・諏訪前遺跡・高原古墳群・沢幡遺跡・高原遺跡・北屋敷遺跡』

　　　　　　　　　　　　　　　（茨城県教育財団文化財調査報告第79集）

茨城県教育財団　1995年３月『梶内遺跡　一般国道６号東水戸道路改築工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ』

　　　　　　　　　　　　　　（茨城県教育財団文化財調査報告第100集）

茨城県教育庁文化課編　2001年『茨城県遺跡地図』茨城県教育委員会

常澄村史誌編纂委員会編　1989年８月『常澄村史　通史編』

中山信名　1979年12月『新編常陸国誌』宮崎報恩会

水戸市教育委員会編　1984年３月『水戸市埋蔵文化財分布調査報告』

水戸市教育委員会編　2008年『大串遺跡（第７地点）　介護老人保健施設建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』

　　　　　　　　　　　　　　（水戸市埋蔵文化財調査報告第14集）

水戸市教育委員会編　2017年３月『東前原遺跡（第10地点）　区画道路６－33号線道路改良及び流域関連下水道工事に伴う

　　　　　　　　　　　　　　　　埋蔵文化財調査報告書』（水戸市埋蔵文化財報告第89集）

水戸市史編纂委員会編　1963年９月『水戸市史』

水戸市下畑遺跡発掘調査会編　1985年『水戸市下畑遺跡　市道酒門８号線拡幅工事に伴う埋蔵文化財調査報告書』

水戸地方埋蔵文化財調査研究会編　1998年『伊豆屋敷跡確認調査報告　墓地造成事業に伴う埋蔵文化財有無の確認調査』
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第３節　東前原遺跡における既往の調査（第３図/第２表）

　東前原遺跡の調査は，これまでに22地点で実施されている。個人住宅建築等に伴う，調

査範囲の狭小な試掘調査も多いが，奈良・平安時代を中心とする集落が広範囲に展開する

ことが確認されている。本発掘調査に至ったのは，今回の調査を含めると土地区画整理事

業に伴う調査（第３・７・８・10・13 ～ 15地点），個人住宅建築に伴う調査（第12地点），

店舗建設に伴う調査（第17地点），福祉施設建設に伴う調査（第19地点）の計10地点である。

　これまでの調査において第７地点，第８地点（第２～４次）等で検出された大規模な溝

跡が注目される。遺構年代は，第８地点（第２次）報文で中世に下る可能性が指摘されて

いるが，奈良・平安時代の遺物が主体であることから未だ結論は出ていない。第８地点（第

３・４次）では東西方向，第８地点（第２次）では南北方向に向かうことが確認されてお

り，第８地点（第２次）ものを東辺，第７地点のものを南辺，第８地点（第３・４次）の

ものを北辺とすれば，方形を呈する区画溝が想定される。溝跡は，断面が逆台形またはＶ

字状を呈し，掘り直しが確認される箇所もあり，比較的長期間の利用と推定される。第８

地点（第３次）では，想定される区画内から10世紀代の堅穴建物跡や掘立柱建物跡が多数

切りあって確認されている。官衙関連施設の存在を思わせるが，さらなる慎重な検討が必

要である。

　このように東前原遺跡は，これまでに発見された多くの遺構・遺物から，市域東部地域

における重要な遺跡のひとつと言える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（辻）
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第２図　東前原遺跡周辺遺跡地図
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第１表　東前原遺跡周辺遺跡一覧表

番号 遺跡名

時代

番号 遺跡名

時代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
平
安

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
平
安

中

世

近

世

201－053 西大野遺跡 〇 〇 201－242 高原古墳群 〇

201－054 東大野遺跡 〇 〇 201－243 小山遺跡 〇

201－140 乗越沢遺跡 〇 〇 〇 201－244 諏訪前遺跡 〇

201－143 中大野遺跡 〇 〇 201－245 沢幡遺跡 〇

201－175 大串貝塚 〇 201－246 梶内遺跡 〇 〇

201－176 大串遺跡 〇 〇 〇 201－247 高原遺跡 〇 〇

201－177 森戸遺跡 〇 201－248 北屋敷遺跡 〇 〇

201－178 向山遺跡 〇 〇 〇 201－249 北屋敷古墳群 〇

201－179 東前遺跡 〇 〇 201－250 六反田古墳群 〇

201－181 六地蔵寺遺跡 〇 〇 〇 201－251 伊豆屋敷跡 〇

201－183 小原遺跡 〇 〇 〇 201－252 上野遺跡 〇

201－184 新地遺跡 〇 〇 201－253 佛性寺古墳 〇

201－185 薄内遺跡 〇 〇 〇 201－254 フジヤマ古墳 〇

201－186 金山塚古墳群 〇 201－256 諏訪神社古墳 〇

201－187 大串古墳群 〇 201－257 千勝神社古墳 〇

201－189 愛宕神社古墳 〇 201－258 打越遺跡 〇

201－190 六地蔵古墳 〇 201－259 東前原遺跡 〇 〇

201－191 小山古墳群 〇 201－260 住吉神社古墳 〇

201－192 森戸古墳群 〇 201－261 大串原館跡 〇

201－193 上平遺跡 〇 〇 201－262 大串原遺跡 〇

201－194 長福寺古墳群 〇 201－263 宮前遺跡 〇

201－195 涸沼台古墳群 〇 201－264 東畑古墳 〇

201－197 善徳寺古墳 〇 201－267 天神山古墳 〇

201－201 椿山館跡 〇 201－268 久保山館跡 〇

201－202 和平館跡 〇 201－279 道西遺跡 〇 〇 〇 〇

201－203 六反田広町遺跡 〇 201－299 上の下遺跡 〇

201－237 野中遺跡 〇 〇 201－300 天神山遺跡 〇 〇

201－238 圷大野遺跡 〇 201－307 山崎遺跡 〇

201－239 中ノ割遺跡 〇 〇
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第３図　東前原遺跡における既往の調査図
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第２表　東前原遺跡における既往の観察表

地
点

次
数

調査箇所 調査年月日
種
別

調査原因
遺
構

遺
物

備考

1 東前町 2-57・60  H20/11/11 試 共同住宅建築 - ○ 水戸市教委 2011

2 東前第二土地区画 50 街区 8  H24/2/2 試 個人住宅建築 - -

3

1 東前第二土地区画 6-17・18・20・21 号線（部分）  H26/5/8 ～ 9 試 土地区画整理事業 ○ ○

2 東前第二土地区画 6-18・20・21 号線  H27/2/9 ～ 3/10 本 ○ ○

3 東前第二土地区画 18・6・20・21 号線  H31/1/17 試 - -

4 東前町 2-61・62  H26/7/30 試 個人住宅建築 - ○

5 東前第二土地区画整理 75 街区 15  H27/1/22 試 個人住宅建築 - -

6 東前第二土地区画 33 街区 2  H27/4/28 試 個人住宅建築 ○ ○

7
1 東前第二土地区画 10-2 号線 (部分）  H27/5/8 試 土地区画整理事業 ○ ○

2  H28/3/28 ～ 4/21 本 ○ ○

8

1 東前第二土地区画 43 街区 22（部分）  H27/6/16 ～ 19 試 土地区画整理事業 ○ ○
第 8地点 2～ 9次
を含む

2
東前第二土地区画 6-22・31 号線（部分）/同 48 街区 3・4/
同 6-2・22・31 号線部分

 H27/12/22 ～
 H28/1/20

本 ○ ○

3 東前第二土地区画 10-2 号線 (部分）  H28/3/8 ～ 4/6 本 ○ ○

4 東前第二土地区画 42 街区 3・8・18・20 他 6-27 号線の一部  H28/3/8 ～ 5/31 本 ○ ○

5 東前第二土地区画 43 街区 32・37・39・41・42・43・44・45  H28/5/25 ～ 7/7 本 ○ ○

6 東前第二土地区画 43 街区 5・28・38・40・36 他 39 の一部  H28/7/12 立 ○ ○

7 東前第二土地区画 6-22 号線（部分）  H28/12/25 ～ 1/7 本 ○ ○

8 東前第二土地区画 43 街区 9/ 同 6-17 号線（部分）  H29/6/7 ～ 7/26 本 ○ ○

9 東前第二土地区画 43 街区 22（部分）  H29/7/20 ～ 8/26 本 農業用倉庫建築 ○ ○

9 東前第二土地区画 48 街区 6・7  H27/7/15 試 個人住宅建築 - -

10
1 東前第二土地区画 6-33 号線（部分）  H28/8/19 試 土地区画整理事業 ○ ○

2  H28/11/10 ～ 12/28 本 ○ ○ 水戸市教委 2017

11 東前町 2-42-2 ～ 4  H28/9/2 試 宅地造成 ○ ○

12
1 東前第二土地区画 48 街区 8  H29/3/24 試 個人住宅建築 ○ ○

2  H29/5/11 ～ 6/2 本 ○ ○

13
1 東前第二土地区画 6-25 号線  H29/3/24 試 土地区画整理事業 ○ ○

2  H29/8/18 ～ 30 本 ○ ○

14
1 東前第二土地区画 44 街区 2・3・10・12・同 5の一部  H29/12/15 ～ 19 試 土地区画整理事業 ○ ○

2  H30/7/3 ～ 8/17 本 ○ ○ 本報告書

15

1 東前第二土地区画 6-32 号線（部分）  H29/12/15 ～ 21 試 土地区画整理事業 ○ ○

3  H30/6/27 ～ 9/19 本 ○ ○

2 東前第二土地区画 6-17・22・23 号線（部分）  H30/7/27 ～ 9/19 本 ○ ○ 本報告書

16 東前第二土地区画 53 街区 20  H29/12/21 試 個人住宅建築 ○ ○

17
1 東前町 2-35・36・37・38  H30/3/7 ～ 14 試 店舗建設 ○ ○

2  H30/6/20 ～ 8/31 本 店舗建設 ○ ○

18 東前第二土地区画 64 街区 15  H30/4/24 試 個人住宅建築 - ○

19

1 東前第二土地区画 34 街区 7・10・11・15・18  H30/5/31 試 福祉施設建設 ○ ○

2  H31/1/25 試 ○ ○

3  H31/1/25 立 - ○

4  H31/2/20 ～ 21 本 ○ ○

20
1 東前第二土地区画 46 街区 4  H30/8/2 試 個人住宅建築 ○ ○

2  H31/1/24 立 - ○

21 東前第二土地区画 64 街区 12  H31/1/17 試 個人住宅建築 - ○

22 東前第二土地区画 63 街区１  H31/2/26 試 個人住宅建築 ○ ○
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第４図　東前原遺跡第14・15地点位置図

第３章　調査概要及び基本層序

第１節　調査の概要（第４図）

　今回の東前原遺跡調査地点は，第14地点（Ａ区），第15地点（Ｂ区）となる（第２図）。

どちらの調査区も後世の耕作などの撹乱を受けており，遺構確認面がローム漸移層近くに

なるものが多く，遺存状態の良好な遺構は少ない。また，調査区外に続く遺構も多い。

　検出された遺構はＡ区・Ｂ区どちらも，奈良・平安時代と中世以降の二時期が主体とな

ることが確認された。

　第14地点では，古墳時代後期が推定される竪穴建物跡１軒、奈良平安時代の竪穴建物跡

３軒，中世以降が推定される土坑42基，溝跡１条，性格不明遺構１基が検出されている。

　第15地点では，奈良平安時代の遺構として竪穴建物跡３軒，中世以降が推定される土坑

27基，ピット12基が検出されている。

－ 11 －



第６図　Ｂ区基本層序図

基本層序１・２・３土層説明

Ⅰ　表土　砕石

Ⅱ　2.5YR5/1 黄灰色土：しまり強い，粘性なし

Ⅲ　10YR3/1 黒褐色土：しまりあり，粘性なし

Ⅳ-１　10YR6/3 にぶい黄橙色土：褐灰色ブロック多量，ローム漸移層，しまりあり，粘性なし

Ⅳ-２　10YR6/3 にぶい黄橙色土：褐灰色ブロック中量，ローム漸移層，しまりあり，粘性なし

Ⅴ　10YR6/8 明黄褐色土：ソフトローム層，しまりあり，粘性なし

　

Ⅵ　10YR6/8 明黄褐色土：ソフトローム層，しまり強い，粘性なし

Ⅶ　10YR6/8 明黄褐色土：ハードローム層，しまり強い，

　　　　　　　　（Ⅵ層よりしまりが軟質）粘性なし

Ⅷ-１　2.5Y7/6 明黄褐色土：鹿沼漸移層，しまり強い，粘性なし

Ⅷ-２　2Y7/6 明黄褐色土：鹿沼層，しまり強い，粘性なし

Ⅸ　2.5Y7/8 黄色土：しまり強い，粘性なし

第５図　Ａ区基本層序図

基本層序土層説明

Ⅰ層　表土　砕石

Ⅳ層　10YR5/1  褐灰色土：しまりあり，粘性なし，ローム漸移層

Ⅴ層　10YR6/8　明黄褐色土：しまり強い，粘性なし，ソフトローム層

Ⅵ層　10YR6/8  明黄褐色土：しまり強い，粘性なし，ハードローム層

Ⅶ層　10YR6/8  明黄褐色土：しまり強い，粘性なし，ハードローム層

Ⅷ層　2.5YR7/6  明黄褐色土：しまり強い，粘性なし，鹿沼層

Ⅸ層　2.5YR7/8  黄褐色土：しまり強い，粘性なし

第２節　基本層序

第14地点（Ａ区）　（第５図/図版２）

　基本層序は３Ｂ区の調査区南壁に設定した。

　Ⅰ層は表土・砕石層，Ⅱ・Ⅲ層は削平されている。Ⅳ層は褐灰色のローム漸移層，Ⅴ層

は明黄褐色のソフトローム層，Ⅵ層は明黄褐色のハードローム層，Ⅶ層はⅥ層よりさらに

締りのあるハードローム層，Ⅷ層は明黄褐色の鹿沼層，Ⅸ層は黄色のハードローム層であ

る。 

第15地点（Ｂ区）　（第６図/図版21）

　基本層序１を８Ｂ区，基本層序２を５Ｂ区，基本層序３を２Ｃ区に設定した。

　Ⅰ層は表土・砕石層，Ⅱ層は黄灰褐色，Ⅲ層は黒褐色土，Ⅳ層はにぶい黄橙色のローム

漸移層で２層に区分される。Ⅴ層は明黄褐色のソフトローム層，Ⅵ層は明黄褐色のハード

ローム層，Ⅷ層は明黄褐色の鹿沼層で２層に区分される。Ⅸ層は黄色のローム層である。 

第３章　調査概要及び基本層序
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第４章　Ａ区（第14地点 第２次調査区）　遺構と遺物

第１節　竪穴建物跡

第１号竪穴建物跡（第８・12図/第３・22表/図版２・22） 

位置・重複関係　２・３Ｂグリッドに位置する。第10号土坑に切られる。南東部分は調査

区外に続く。後世の攪乱により床面のみ確認された。 

形態　平面形は不整方形を呈し，主軸方位はＮ－７°－Ｗである。規模は長軸277㎝，短軸

273㎝を測る。遺構北辺にカマドが検出され，約70㎝突出している。壁下に周溝はなく，

床面は荒掘りを整地した直床で平坦である。硬化面は西側の一部で確認された。柱穴は検

出されなかった。

遺物　土師器甕52点，須恵器坏９点・高坏１点・甕２点が出土し、このうち４点を図示し

た。１は須恵器の坏で，ヘラ切の底部から僅かに外反して口縁部に至る。９世紀前半のも

のと推定した。２は須恵器の高坏で，坏部内面はヘラ削りにより，凹凸がみられる。３は

須恵器の甕で，体部片で幅広の板目叩きがある。４は瓦質の火鉢の口縁部で肩部に雲文の

刻印がある。19世紀前半と推定される。上部覆土中から混入したものである。

時期　廃絶時期は，須恵器の年代から平安時代（９世紀前半頃）と推定される。 

第２号竪穴建物跡（第９・13図/第４・22表/図版２・３・22） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置し，南側の３分の２は調査区外に続く。東側の一部

は床面まで攪乱が及んでいる。 

形態　平面形は方形と推定され，主軸方位はＮ－３°－Ｅである。検出部分での平面規模

は長軸309㎝，短軸114㎝を測る。壁下に周溝はなく，壁はやや外形して立上り，深さは約

50㎝を測る。遺構北辺中央やや東側にカマドが検出される。袖部はロームを20 ～ 30㎝掘

り残し，煙道部は北辺より20㎝張出している。床面は平坦である。硬化面はカマド前庭付

近で確認された。柱穴は確認されていない。 

遺物　土師器坏１点・甕21点，須恵器坏１点・高坏１点・蓋１点・甕２点，土師質土器土

鍋１点が出土し、このうち３点を図示した。１は須恵器坏で，底部ヘラ切後ヘラナデ仕上

げ，中央が突出している。内面はほぼ平坦で，立ち上りは僅かに窪んでいる。２は須恵器

高坏脚部で４孔の透かしをもつ。３は土師器甕で，体部外面に輪積痕が残る。１が８世紀

後半から９世紀初頭，２が８世紀前半と推定される。

時期　廃絶時期は，須恵器の年代から平安時代（９世紀前半頃）と推定される。 

 

第３号竪穴建物跡（第10図/第22表/図版３） 

位置・重複関係　２Ｄグリッドに位置し，東側で調査区外に続く。第20号土坑，第24号土坑，

第25号土坑，第35号土坑，第36号土坑に切られている。 

形態　平面形は方形と推定され，主軸方位はＮ－３°－Ｗである。規模は不明であるが，

カマドの位置から３ｍ程の小型の竪穴建物跡と推定される。壁下に周溝はなく，やや開口
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第７図　Ａ区（第14地点第２次調査区）全体図

第４章　Ａ区　遺構と遺物
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第８図　第１号竪穴建物跡実測図

第１節　竪穴建物跡

遺物　土師器坏２点，須恵器甕15点，鉄製品鎌１点が出土し、このうち４点を図示した。

１は土師器坏で，やや大振りで平底の底部から内湾して開き，口縁部は直立する。口縁部

外面と内面に漆の付着が確認される。２は須恵器坏で，厚めの底部から外傾して立上り口

縁部が外反する。底部はヘラ切で不定方向のヘラナデ仕上げである。３は須恵器坏で，底

部はヘラ切でヘラナデ仕上げである。４は鉄製鎌，刃部は推定20㎝，柄の接合部は下半部

が四角，上半部がコの字状になっている。 

時期　廃絶時期は，遺構の推定形状が大型であることから古墳時代（７世紀後半～８世紀

前半頃）と推定される。　

して立上り，深さは25㎝を測る。カマドは北辺に位置し，火床部から左袖部を確認した。

床面はロームの直床で，柱穴と硬化面は未検出である。 

遺物　土師器甕63点，須恵器甕２点を出土したが，図示可能なものはなかった。 

時期　廃絶時期は，出土遺物の年代から奈良・平安時代（８～９世紀頃）と推定される。 

第４号竪穴建物跡（第11・14図/第５・６・22表/図版４・23） 

位置・重複関係　１・２Ｃ・Ｄグリッドに位置し，遺構の主体は北側の調査区外である。

主軸方位はＮ－８°－Ｅである。 

形態　平面形は方形と推定され，検出部分での規模は，長軸となる東西方向が684㎝，短

軸となる南北方向が83㎝以上となる。壁下に周溝はなく，やや開口して立ち上る。床面は

壁下周囲の幅約20㎝以外が硬化していた。柱穴は未検出であるが，南辺中央壁下付近に浅

い小穴が確認され，入り口の施設に関わるものと推定される。 
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第10図　第３号竪穴建物跡実測図

第９図　第２号竪穴建物跡実測図

第４章　Ａ区　遺構と遺物
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第11図　第４号竪穴建物跡実測図

第１号竪穴建物跡土層説明

１　10YR5/3 にぶい黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

第１号竪穴建物跡カマド土層説明

１　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，橙色焼土粒子多量，灰白色粘土粒子

　　　　　　　　　　　　　　多量，しまりあり，粘性なし

２　10YR5/2 灰黄褐色土：灰白色粘土大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

３　10YR4/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

４　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，灰黄褐色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第２号竪穴建物跡土層説明

１　10YR6/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

２　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

３　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子多量，灰白色粘土大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　 粘性なし

４　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

５　2.5Y5/1 黄灰色土：灰白色粘土大ブロック少量，しまりあり，粘性なし

６　10YR3/2 黒褐色土：ローム粒子少量・ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

７　2.5Y5/1 黄灰色土：ローム粒子少量，灰白色粘土大ブロック少量，しまりあり，

　　　　　　　　粘性なし

８　10YR4/1 褐灰色土：黒褐色ブロック少量，しまりあり，粘性なし

９　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

10　10YR3/2 黒褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

第２号竪穴建物跡カマド土層説明

１　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，灰白色粘土粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR6/2 灰黄褐色土：ローム粒子中量，灰白色粘土が下部に混じる，

　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

３　10YR5/1 褐灰色土：ローム粒子多量，炭化粒子少量，灰白色粘土粒子多量，

　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

４　2.5Y4/2 暗灰黄色土：ローム粒子多量，灰白色粘土粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

５　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子多量，灰白色粘土粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

６　10YR4/2 灰黄褐色土：ローム粒子中量，灰白色粘土粒子多量，

　　　　　　　　　　　　　　下部に灰白色粘土を少量含む。

７　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子多量，灰白色粘土大ブロック中量・灰白色粘土

　　　　　　　　　　　　　粒子多量，しまりあり，粘性なし

８　10YR5/1 褐灰色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

９　2.5Y5/2 灰黄褐色土：ローム粒子中量，灰白色粘土大ブロック中量・灰白色粘

　　　　　　　　　　　　　　土粒子少量，しまりあり，粘性なし

10　10YR8/1 灰白色土：灰白色土主体，褐灰色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

11　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子中量，灰白色粘土粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

12　2.5Y4/1 黄灰色土：ローム粒子多量，灰白色粘土粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

13　10YR8/1 灰白色土：灰白色粘土主体，褐灰色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

14　10YR5/1 褐灰色土：灰白色粘土粒子中量，しまりあり，粘性なし

15　10YR5/3 にぶい黄褐色土：ローム粒子多量，炭化粒子中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

16　5YR4/8 明赤褐色砂質土：灰色砂質大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

17　2.5Y5/1 黄灰色土：灰白色粘土粒子中量，しまりあり，粘性なし

18　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，灰白色粘土大ブロック多量，

　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

19　10YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック多量，灰色砂質大ブロック中量，

　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

20　10YR7/1 灰白色砂質土：ローム大ブロック中量，灰白色粘土大ブロック中量，

　　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

21　10YR4/1 褐灰色土：灰色砂質大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

22　10YR8/1 灰白色土：灰白色粘土主体，灰色砂質大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

23　10YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック中量・ローム粒子多量，

　　　　　　　　　　　　　灰白色粘土粒子中量，しまりあり，粘性なし

24　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子少量，炭化粒子少量，灰白色粘土中ブロック

　　　　　　　　　　　　　　多量，しまりあり，粘性なし

25　10YR8/1 灰白色土：灰白色粘土主体，ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

26　10YR6/1 褐灰色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

27　10YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック少量，ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

28　10YR6/1 褐灰色土：ロームブ大ロック少量，しまりあり，粘性なし

29　N4/0 灰色砂質土：ローム大ブロック少量，炭化粒子中量，

　　　　　　　　　　　　　　にぶい黄褐色砂質大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

30　10YR8/1 灰白色土：灰白色粘土主体，ローム粒子多量，礫（５㎝）少量，

　　　　　　　　　　　　　しまり固い，粘性なし

31　2.5Y5/1 黄灰色土：ローム大ブロック中量，しまり固い，粘性なし

32　N2/0　　 炭化物層：ローム粒子多量，焼土粒子多量，灰白色粘土粒子少量，

　　　　　　　　　　　　　しまりややあり，粘性なし

33　2.5Y7/8 黄色砂質土：黄色砂質土主体，しまりあり，粘性なし

第３号竪穴建物跡土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

２　10YR5/2 灰黄褐色土：灰色粘土大ブロック多量，しまりあり，粘性なし

３　10YR6/4 にぶい黄橙色土：ローム粒子多量，黒褐色土大ブロック少量，

　　　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

第３号竪穴建物跡カマド土層説明

１　10YR6/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，灰白色粘土粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロック中量，灰白色粘土粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　 粘性なし

３　2.5Y6/1 黄灰色土：灰白色粘土粒子多量，しまりあり，粘性なし

４　10YR4/1 褐灰色土：灰白色粘土粒子多量，しまりあり，粘性なし

５　10YR5/1 褐灰色土：ローム粒子多量，灰色粘土大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

６　10YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

７　10YR8/1 灰白色土：灰白色粘土主体，褐灰色土大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

８　10YR6/4 にぶい黄橙色土：ローム粒子多量，黒褐色大ブロック少量，

　　　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

９　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，褐灰色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

10　10YR8/1 灰白色土：灰白色粘土主体，しまり強い，粘性なし

11　10YR4/1 褐灰色土：灰白色粘土大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

第４号竪穴建物跡土層説明

１　2.5YR4/2 暗灰黄色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

２　10YR4/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

３　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

４　10YR6/8 明赤褐色土：ローム主体，褐灰色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

５　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

第４号竪穴建物跡Ｐ１土層説明

１　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，灰白色粘土粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR8/1 灰白色土：灰白色粘土主体，灰黄褐色ブロック中量，灰白色粘土粒子

　　　　　　　　　　　　　少量，しまりあり，粘性なし

３　10YR6/2 灰黄褐色土：ローム粒子中量，灰白色粘土大ブロックを下部に含む，

　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

４　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

第１節　竪穴建物跡
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第14図　第４号竪穴建物跡出土遺物

第12図　第１号竪穴建物跡出土遺物

第13図　第２号竪穴建物跡出土遺物

第４章　Ａ区　遺構と遺物
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第３表　第１号竪穴建物跡出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 須恵器 坏 （10.0） 5.1 4.8
褐色から
淡褐色

長石・石英多量・
針状鉱物少量，小礫

酸化焔
焼成

ロクロ成型。体部下端ヘラ削り。
内底面中央部が窪む。底部ヘラ切
後ヘラ撫で

９ｃ前
底部外面「キ」
ヘラ記号　　　
木葉下窯跡群産

2 須恵器 高坏 （23.0） ― ［3.0］ 灰色
長石・石英・
針状鉱物

良好
ロクロ成型，坏部内面ヘラ削りに
よる凹凸がある。

８ｃ後～
９ｃ前

内面煤付着
木葉下窯跡群産

3 須恵器 甕 ― ― ― 灰褐色
長石・石英粒少量
黒色粒少量

普通 甕体部片。幅1.3㎝の板目叩き ８ｃ代

4 瓦質土器 火鉢 ― ― 淡黒色
長石・石英粒やや多
い

やや良
口縁部外面ヘラ磨き，内面横撫　
口縁部外面に雲文の型押しあり

19ｃ前 在地産

第５表　第４号竪穴建物跡出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 土師器 坏 （18.0） （8.0） （5.4） 橙色
長石・石英・雲母
黒色粒子

良

体部内外面ヘラ磨き。外面はヘラ
削り後矢羽状に内面はヨコナデ後
不定方向に磨いている。底部外面
もヘラ削り後荒いヘラ磨き

８ｃ中
外面口縁部と内
面は漆塗り

2 須恵器 坏 14.4 8.7 4.7 黄灰色
長石・石英 
黒色粒少量

良
ロクロ成形。底部回転花弁状ヘラ
切り後多方向のヘラナデ。

８ｃ3/4～　　   
 ８ｃ4/4

3 須恵器 坏 － （10.0） － 灰色
長石・石英
黒色粒少量

良
体部内外面ロクロナデ。外面体部
下端手持ちヘラ削り。底部回転ヘ
ラ切り後ヘラナデ。

８ｃ代

第４表　第２号竪穴建物跡出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 須恵器 坏 ― 7.8 － 灰褐色
長石・石英少量
針状鉱物少量，雲母
微量

やや不
良

底部辺で，ロクロ成型。体部下端
ヘラ削り。外底面はヘラ切で花ビ
ラ中になり，中央が突出している。

８ｃ後～
９ｃ前

2 須恵器 高坏 ― ― － 灰色
長石粒少量，黒色粒
少量

良好 ロクロ成型，高坏の脚部 ８ｃ前
外面自然釉
木葉下窯跡群産

3 土師器 甕 （17.0） ― ― 橙色
長石・石英・雲母
小礫

普通
輪積成形，外面に輪積痕が観察さ
れる。口辺部内外面ヨコナデ，体
部内面ヘラナデ，外面縦ナデ

８ｃ代
外面煤付着
在地産

番
号

種別 器種
法量（㎝） 重量 

（g）
材質 特徴 推定年代 備考

長さ 幅 厚さ

4 鉄製品 鎌 （18.0） 2.9 0.3 （78） 鉄 柄の接合部の折返しが方形 －

第６表　第４号竪穴建物跡出土金属製品観察表

第１節　竪穴建物跡

第２節　土坑

第１号土坑（第15図/図版４） 

位置・重複関係　４Ｂグリッドに位置し，第18号土坑を切っている。主軸方位はＮ－63°

－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸204㎝，短軸113㎝，深さ25㎝を測る。

遺構の壁面から底部に，厚さ12㎝程の灰白色粘土が貼り付けられるように確認された。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。 

 

第２号土坑（第15図/第22表/図版４・５） 

位置・重複関係　４Ａ・Ｂグリッドに位置する。主軸方位はＮ－71°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸302㎝，短軸115㎝，深さ28㎝を測る。

遺構の壁面から底部に，厚さ５～ 10㎝程の灰白色粘土が貼り付けられるように確認された。 

－ 19 －



遺物　須恵器坏１点，瓦質土器鍋１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，出土遺物の年代から中世以降と推定される。 

 

第３号土坑（第15図/図版５） 

位置・重複関係　４Ｂグリッドに位置する。主軸方位はＮ－72°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸284㎝，短軸105㎝，深さ17㎝を測る。

遺構の底部に，厚さ５〜15㎝程の灰白色粘土が貼り付けられるように確認された。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。 

第４号土坑（第15図/第22表/図版５） 

位置・重複関係　４Ｂグリッドに位置する。主軸方位はＮ－17°－Ｗである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸226㎝，短軸122㎝，深さ36㎝を測る。

遺構の壁面から底部に，厚さ５㎝程の灰白色粘土が貼り付けられるように確認された。 

遺物　須恵器高台坏１点・甕１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第５号土坑（第15図/第22表/図版５・６） 

位置・重複関係　３・４Ｂグリッドに位置する。主軸方位はＮ－９°－Ｗである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸180㎝，短軸112㎝，深さ43㎝を測る。 

遺物　土師器甕５点，須恵器坏２点・高台付坏１点・蓋１点を出土したが，図示可能なも

のはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。 

第６号土坑（第15図/図版６） 

位置・重複関係　３Ｂグリッドに位置する。東側は攪乱されている。主軸方位はＮ－88°

－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸186㎝，短軸112㎝，深さ16㎝を測る。

遺構の壁面から底部に，厚さ２～４㎝程の灰白色粘土が貼り付けられるように確認された。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。 

 

第７号土坑（第15図/第22表/図版６） 

位置・重複関係　３Ｂグリッドに位置する。第８号土坑，第９号土坑を切っている。主軸

方位はＮ－87°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，検出部分での平面規模は長軸155㎝以上，短軸84㎝，

深さ６㎝を測る。遺構の底部から，厚さ２㎝程の灰白色粘土が貼り付けられるように確認

された。 

遺物　縄文土器１点，須恵器坏１点・甕１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。 

第４章　Ａ区　遺構と遺物
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第２節　土坑

第８号土坑（第16・19図/第７・22表/図版６・23） 

位置・重複関係　３Ｂグリッドに位置する。東側は第７号土坑に切られ，西側は調査区外

へ続く。主軸方位はＮ－87°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，検出部分での平面規模は長軸183㎝以上，短軸107㎝，

深さ15 ～ 20㎝を測る。遺構の底部から，厚さ４㎝程の灰白色粘土が貼り付けられるよう

に確認された。 

遺物　須恵器坏１点・短頸壷１点が出土し、このうち２点を図示した。１は須恵器坏で，

口縁部から体部片で口縁部がやや外反する。外面に判読不明の墨書がある。２は須恵器短

頸壷で，肩部片である。１は８世紀第４四半期，２は８世紀後半代と推定した。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。 

 

第９号土坑（第16図/第22表/図版７） 

位置・重複関係　３Ｂグリッドに位置する。西側を第７号土坑に切られ，東側は攪乱され

ている。主軸方位はＮ－87°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，検出部分での平面規模は長軸150㎝以上，短軸108㎝，

深さ10 ～ 15㎝を測る。遺構の底部から，厚さ４㎝程の灰白色粘土が貼り付けられるよう

に確認された。 

遺物　須恵器坏１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。 

第10号土坑（第16・19図/第８・22表/図版７・23） 

位置・重複関係　２Ｂグリッドに位置する。第１号竪穴建物跡を切っている。主軸方位は

Ｎ－77°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸152㎝，短軸110㎝，深さ76㎝を測る。 

遺物　土師器坏１点・甕11点，須恵器坏４点・甕５点が出土し、このうち１点を図示した。

１は，須恵器甕の肩部片である。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第11号土坑（第16図/第22表/図版７） 

位置・重複関係　２Ｂグリッドに位置する。第12号土坑を切っている。主軸方位はＮ－４°

－Ｅである。 

形態　平面形は長方形を呈し，平面規模は長軸206㎝，短軸133㎝，深さ16㎝を測る。底面

は僅かに擂鉢状になる。 

遺物　土師器坏２点・甕２点，須恵器坏２点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第12号土坑（第16図/第22表/図版７・８） 

位置・重複関係　２Ｂグリッドに位置する。第11号土坑に切られ，西側は調査区外へ続く。

主軸方位はＮ－88°－Ｅである。 
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形態　平面形は長方形と推定される。検出部分での平面規模は長軸193㎝以上，短軸156㎝，

深さ33㎝を測る。 

遺物　土師器坏３点・甕４点，須恵器坏７点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第13号土坑（第16図/図版８） 

位置・重複関係　３Ｂグリッドに位置する。西側は攪乱されている。主軸方位はＮ－88°

－Ｅである。 

形態　平面形は円形と推定される。検出部分での平面規模は長軸123㎝，短軸70㎝以上，

深さ25㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第14号土坑（第16・19図/第９・22表/図版８・23） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。第17号土坑，第34号土坑を切っている。主軸

方位はＮ－80°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸133㎝，短軸117㎝，深さ27㎝を測る。 

遺物　土師器甕８点，須恵器坏２点・高台付盤１点が出土し、このうち１点を図示した。

１は須恵器の高台付盤である。底部ヘラ切後回転ヘラ削りを施し高台を貼り付けている。

木葉下産と推定される。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第15号土坑（第16図/第22表/図版８） 

位置・重複関係　２Ｃ・Ｄグリッドに位置する。第16号土坑，第17号土坑を切っている。

主軸方位はＮ－70°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸227㎝，短軸127㎝，深さ43㎝を測る。 

遺物　土師器甕５点，須恵器坏３点・高台付坏１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第16号土坑（第16図/第22表/図版８・９） 

位置・重複関係　２Ｄグリッドに位置する。第15号土坑に切られている。主軸方位はＮ－

10°－Ｗである。 

形態　平面形は隅丸長方形と推定される。検出部分での平面規模は長軸116㎝以上，短軸

96㎝，深さ24㎝を測る。 

遺物　土師器坏１点・甕２点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第17号土坑（第16図/第22表/図版９） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。第14号土坑，第15号土坑に切られている。主

軸方位はＮ－90°－Ｅである。 

第４章　Ａ区　遺構と遺物

－ 22 －



第２節　土坑

形態　平面形は隅丸長方形と推定される。検出部分での平面規模は長軸107㎝以上，短軸

95㎝，深さ17㎝を測る。 

遺物　土師器甕５点，須恵器坏５点・蓋１点・甕１点を出土したが，図示可能なものはな

かった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第18号土坑（第16図） 

位置・重複関係　４Ｂグリッドに位置する。第１号土坑に切られている。主軸方位はＮ－

63°―Ｅである。 

形態　平面形はやや不整な円形を呈する。平面規模は長軸154㎝，短軸143㎝，深さ30㎝を

測る。遺構の底部から，灰白色粘土が貼り付けられるように確認された。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第19号土坑（第16図/第22表） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。第23号土坑を切っている。主軸方位はＮ－23°

－Ｗである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸104㎝，短軸87㎝，深さ10㎝を測る。 

遺物　遺物は土師器甕１点，須恵器坏１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第20号土坑（第17・19図/第10・22表/図版９・23・24） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。第３号竪穴建物跡，第24号土坑，第25号土坑，

第27号土坑を切り，第35号土坑，第36号土坑に切られている。主軸方位はＮ－85°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形と推定される。検出部分での平面規模は長軸225㎝以上，短軸

183㎝，深さ53㎝を測る。 

遺物　覆土南側から縄文土器１点，土師器坏６点・高台付坏１点・甕15点，須恵器坏５点・

甕８点，北側から縄文土器２点，土師器坏３点・甕24点，須恵器坏４点が出土した。縄文

土器を除く遺物は，第３号竪穴建物跡に関係する可能性が考えられる。このうち２点を図

示した。１は土師器の坏で，内面に赤彩される。７世紀第４四半期から８世紀第１四半期

と推定される。２は須恵器の高坏の脚部である。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第21号土坑（第17図/図版９） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。主軸方位はＮ－54°－Ｗである。 

形態　平面形は不整円形を呈し，平面規模は長軸56㎝，短軸48㎝，深さ40㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

－ 23 －



第22号土坑（第17図/図版10） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。主軸方位はＮ－54°－Ｗである。 

形態　平面形は不整円形を呈し，平面規模は57㎝×55㎝，深さ38㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。 

第23号土坑（第17・19図/第11・22表/図版10・24） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。第19号土坑を切っている。 

形態　平面形は不整円形を呈し，平面規模は63×54㎝，深さ54㎝を測る。土層の堆積状況

から，柱穴と推定される。 

遺物　土師器甕１点，須恵器壷１点が出土し、このうち１点を図示した。１は須恵器壷で，

８世紀代と推定される。

時期　廃絶時期は，不明である。

第24号土坑（第17・19図/第12・22表/図版10・24） 

位置・重複関係　２Ｄグリッドに位置する。第３号竪穴建物跡を切り，第20号土坑，第36

号土坑に切られている。 

形態　平面形は円形を呈し，平面規模は65×65㎝，深さ44㎝を測る。柱穴と推定される。 

遺物　土師器坏１点・甕２点が出土し、このうち１点を図示した。１は土師器坏で，丸底

から口縁部が直立して立上る。内面口唇部に稜を有する。８世紀第１四半期と推定される。

時期　廃絶時期は，不明である。

第25号土坑（第17図/第22表/図版10） 

位置・重複関係　２Ｄグリッドに位置する。第20号土坑，第35号土坑に切られている。主

軸方位はＮ－23°－Ｗである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸83㎝，短軸73㎝，深さ60㎝を測る。 

遺物　土師器坏２点・甕２点，須恵器坏３点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，不明である。

第26号土坑（第17図/第22表/図版11） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。 

形態　平面形は円形を呈し，平面規模は45×40㎝，深さ32㎝を測る。 

遺物　土師器甕１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，不明である。

第27号土坑（第17図/図版11） 

位置・重複関係　２Ｄグリッドに位置する。第30号土坑を切り，第20号土坑に切られている。

主軸方位はＮ－87°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，検出部分での平面規模は長軸154㎝，短軸68㎝以上，

深さ44㎝を測る。 

第４章　Ａ区　遺構と遺物
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第２節　土坑

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第28号土坑（第17図/第22表） 

位置・重複関係　１・２Ｃグリッドに位置する。東は第４号竪穴建物跡を切り，北は調査

区外へ続く。主軸方位はＮ－42°－Ｗである。 

形態　平面形は円形と推定される。検出部分での平面規模は長軸97㎝，短軸80㎝以上，深

さ21㎝を測る。 

遺物　須恵器甕１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，不明である。

第29号土坑（第17図） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。 

形態　平面形は円形を呈し，平面規模は42×38㎝，深さ14㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第30号土坑（第17図/第22表/図版11） 

位置・重複関係　２Ｄグリッドに位置する。第27号土坑を切っている。主軸方位はＮ－42°

－Ｗである。 

形態　平面形は不整方形を呈し，平面規模は長軸94㎝，短軸84㎝，深さ77㎝を測る。柱穴

と推定される。 

遺物　土師器坏１点・甕５点，須恵器坏１点・高坏１点・甕２点を出土したが，図示可能

なものはなかった。

時期　廃絶時期は，不明である。

第31号土坑（第17図/第22表/図版11） 

位置・重複関係　２Ｂグリッドに位置する。第32号土坑，第33号土坑を切っている。南東

は調査区外に続く。主軸方位はＮ－５°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸方形を呈し，平面規模は194×194㎝，深さ17㎝を測る。 

遺物　土師器坏２点・甕１点，須恵器坏３点を出土したが，近接する第１号竪穴建物跡に関

係する可能性があり，本遺構に伴うものではないと考えられる。図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第32号土坑（第17図/第22表/図版11） 

位置・重複関係　２Ｂグリッドに位置する。第33号土坑を切り，第31号土坑に切られる。

南東は調査区外に続く。主軸方位はＮ－85°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸方形を呈し，平面規模は183×182㎝，深さ32㎝を測る。 

遺物　土師器甕２点を出土したが，近接する第１号竪穴建物跡に関係する可能性があり，

本遺構に伴うものではないと考えられる。図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。
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第33号土坑（第17図/図版11・12） 

位置・重複関係　２Ｂグリッドに位置する。第31号土坑，第32号土坑に切られている。主

軸方位はＮ－45°－Ｅである。 

形態　平面形は不整円形を呈し，平面規模は120×110㎝，深さ130㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第34号土坑（第18図/第22表/図版12） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。第14号土坑に切られている。主軸方位はＮ－

12°－Ｗである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸200㎝，短軸102㎝，深さ36㎝を測る。 

遺物　土師器坏１点・甕６点，須恵器坏１点・高台付坏２点・甕１点を出土したが，図示

可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第35号土坑（第18図/図版12） 

位置・重複関係　２Ｄグリッドに位置する。第20号土坑，第36号土坑に切られ，第３号竪

穴建物跡，第25号土坑を切っている。南側は調査区外へ続く。主軸方位は不明。 

形態　平面形は不整円形と推定されるが，残存部分が少なく平面規模も不明である。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第36号土坑（第18・19図/第13・22表/図版12・24） 

位置・重複関係　２Ｄグリッドに位置する。第３号竪穴建物跡と第24号土坑，第35号土坑

を切り，第20号土坑に切られる。東側は調査区外へ続く。主軸方位はＮ－30°－Ｗである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，検出部分での平面規模は長軸200㎝以上，短軸123㎝，

深さ72㎝を測る。 

遺物　土師器坏１点，須恵器蓋２点が出土し、全てを図示した。１は土師器坏で，内外面

に赤彩が施される。２は須恵器蓋で，摘みは欠損する。８世紀第１四半期と推定される。

３は須恵器蓋である。宝珠摘みが付く。８世紀第１四半期以前と推定される。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第37号土坑（第18・19図/第14・22表/図版12・24） 

位置・重複関係　４Ｂグリッドに位置する。第38号土坑を切っている。主軸方位はＮ－65°

－Ｅである。 

形態　平面形は長楕円形を呈し，平面規模は長軸107㎝，短軸54㎝，深さ33㎝を測る。 

遺物　土師器高台付坏１点，土師質土器内耳鍋３点が出土し、このうち３点を図示した。

１〜３は土師質土器内耳鍋である。15世紀代と推定される。

時期　廃絶時期は，出土遺物の年代から中世以降と推定される。

第４章　Ａ区　遺構と遺物
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第２節　土坑

第38号土坑（第18・20図/第15・22表/図版12・24） 

位置・重複関係　４Ｂグリッドに位置する。第37号土坑，第39号土坑に切られている。主

軸方位はＮ－65°－Ｅである。 

形態　平面形は楕円形を呈し，平面規模は長軸97㎝，短軸74㎝，深さ25㎝を測る。 

遺物　土師質土器鍋１点が出土し、図示した。１は土師質土器鍋である。15世紀前半と推

定される。

時期　廃絶時期は，出土遺物の年代から中世以降と推定される。

第39号土坑（第18・20図/第16・22表/図版12・25）

位置・重複関係　４Ｂグリッドに位置する。第38号土坑を切る。主軸方位はＮ－83°－Ｅである。 

形態　平面形は不整円形を呈し，平面規模は長軸75㎝，短軸67㎝，深さ54㎝を測る。 

遺物　縄文土器１点，土師器坏１点，須恵器高坏１点が出土し、このうち１点を図示した。

１は縄文土器の口縁部で，縄文時代中期である。

時期　廃絶時期は，遺構の切り合いから，中世以降と推定される。

第40号土坑（第18図/第22表） 

位置・重複関係　４Ａグリッドに位置する。主軸方位はＮ－90°－Ｅである。 

形態　平面形は不整方形を呈し，平面規模は長軸80㎝，短軸70㎝，深さ33㎝を測る。 

遺物　須恵器坏３点・甕３点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，不明である。

第41号土坑（第18・20図/第17・22表/図版13・25） 

位置・重複関係　４Ｂグリッドに位置する。第１号性格不明遺構を切る。南側は東西に方

向を横切るように帯状に攪乱される。主軸方位はＮ－56°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸154㎝，短軸100㎝，深さ19㎝を測る。 

遺物　土師器高台付坏１点，須恵器高台付坏１点・甕１点，土師質土器鍋１点が出土し、

このうち３点を図示した。１は土師器坏の底部から高台部である。貼付け高台が三角形を

呈し，外面が直立するため鉢や皿の可能性もある。10世紀初頭と推定される。２は須恵器

甕で，外面に縦方向の板目叩きが見られる。木葉下窯産と推定される。３は土師質土器鍋

である。口縁部が短く古い様相を有する。

時期　廃絶時期は，出土遺物の年代から中世以降と推定される。

第42号土坑（第18・20図/第18・22表/図版13・25） 

位置・重複関係　５Ｂグリッドに位置する。南側は調査区外へ続く。主軸方位はＮ－４°

－Ｅである。 

形態　平面形は溝状を呈し，検出部分での平面規模は長軸150㎝以上，短軸67㎝，深さ48㎝

を測る。　　　　　　　　 

遺物　土師器坏３点・甕５点，須恵器坏２点・甕２点，磁器１点が出土し、このうち１点

を図示した。１は肥前系の染付碗である。18世紀代と推定される。

時期　廃絶時期は，出土遺物の年代から近世以降と推定される。
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第15図　第１～７号土坑実測図

第４章　Ａ区　遺構と遺物
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第16図　第８～ 19号土坑実測図

第２節　土坑
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第17図　第20 ～ 33号土坑実測図

第４章　Ａ区　遺構と遺物

－ 30 －



第１号土坑土層説明

１　10YR5/3 にぶい黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

２　N6/0 灰色土：灰色粘土主体，にぶい黄褐色ブロック中量，しまり強い，

　　　　　　　　　　　　粘性なし

３　10YR4/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，灰白色粘土粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第２号土坑土層説明

１　10YR5/3 にぶい黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

２　N8/0 灰白色土：灰白色粘土主体，褐灰色中ブロック少量，しまり強い，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第３号土坑土層説明

１　10YR5/3 にぶい黄褐色土：にぶい黄褐色土主体，しまりあり，粘性なし

２　10YR5/3 にぶい黄褐色土：灰白色粘土粒子中量，しまりあり，粘性なし

３　N8/0 灰白色土：灰白色粘土主体，しまり強い，粘性なし

４　N6/0 灰色土：灰色粘土主体，しまり強い，粘性なし

第４号土坑土層説明

１　10YR6/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

２　N6/0 灰色土：灰色粘土主体，しまりあり，粘性なし

第５号土坑土層説明

１　10YR4/2 灰黄褐色土：ローム大ブロック少量・ローム粒子中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

３　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

４　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子少量，黒色中ブロック少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

５　10YR6/2 灰黄褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

６　10YR6/3 にぶい黄橙色土：ローム大ブロック少量・ローム粒子少量，

　　　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

７　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，灰黄褐色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

８　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，灰黄褐色中ブロック少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

９　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，灰黄褐色大ブロック少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第６号土坑土層説明

１　10YR6/3 にぶい黄橙色土：ローム大ブロック中量・ローム粒子中量，

　　　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

２　N6/0 灰色土：灰色粘土主体，しまりあり，粘性なし

第７号土坑土層説明

１　10YR6/3 にぶい黄橙色土：ローム大ブロック中量，ローム粒子中量，

　　　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

２　N8/0 灰白色土：灰白色粘土主体，褐灰色中ブロック少量，しまり強い，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第８号土坑土層説明

１　10YR5/3 にぶい黄褐色土：ローム粒子少量，褐灰色中ブロック少量，

　　　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

２　N8/0 灰白色土：灰色粘土主体，しまりあり，粘性なし

３　10YR4/1 褐灰色土：ローム中ブロック中量，しまりあり，粘性なし

第９号土坑土層説明

１　10YR5/3 にぶい黄褐色土：ローム粒子多量，褐灰色大ブロック中量，

　　　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

２　N8/0 灰白色土：灰白色粘土主体，褐灰色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第10号土坑土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム大ブロック多量・ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

３　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，褐灰色大ブロック少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

４　10YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロック多量・ローム粒子少量，にぶい黄橙色

　　　　　　　　　　　　　大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

第11号土坑土層説明

１　10YR6/2 灰黄褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

２　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

３　10YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロック中量・ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

４　10YR6/4 にぶい黄橙色土：ローム大ブロック少量，しまりあり，粘性なし

第２節　土坑

第18図　第34 ～ 42号土坑実測図
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第12号土坑土層説明

１　10YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロック多量・ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第13号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック少量・ローム粒子中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

第14号土坑土層説明

１　10YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロック少量・ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第15号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック少量・ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第16号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック少量・ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第17号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム小ブロック少量・ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第18号土坑土層説明

１　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

２　N8/0 灰白色土：灰白色粘土主体，にぶい黄褐色中ブロック中量，

　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

第19号土坑土層説明

１　2.5Y5/1 黄灰色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

第20号土坑土層説明

１　2.5Y4/1 黄灰色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

２　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

３　2.5YR5/1 黄灰色土：ロームブロック中量，しまりあり，粘性なし

第21号土坑土層説明

１　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，褐灰色中ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロック中量，ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第22号土坑土層説明

１　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，褐灰色中ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロック中量，ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

３　10YR6/8 明黄褐色土：ローム層

第23号土坑土層説明

１　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，褐灰色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　2.5Y5/1 黄灰色土：ローム小ブロック中量・ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第24号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック少量・ローム粒子以下少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子以下中量，しまりあり，粘性なし

３　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，褐色土大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第25号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし　

２　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

３　2.5Y4/1 黄灰色土：ローム粒子極少量，しまり強い，粘性なし

４　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム中ブロック多量，黒褐色ブロック中量，

　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

第26号土坑土層説明

１　N3/0 暗灰黄色土：ローム中ブロック中量，黄褐色中ブロック中量，

　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

２　10YR6/8     明黄褐色土ブロック

第27号土坑土層説明

１　10YR6/2 灰黄褐色土：灰黄褐色土主体，しまりあり，粘性なし

２　10YR4/3 にぶい黄褐色土：ローム粒子少量・ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

３　7.5YR4/2 灰褐色土：ローム中ブロック少量，しまりあり，粘性なし

第28号土坑土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

第29号土坑土層説明

１　N3/0 暗灰黄色土：ローム中ブロック中量，にぶい黄褐色中ブロック中量，

　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

第30号土坑土層説明

１　10YR4/2 灰黄褐色土：ローム大ブロック少量・ローム粒子中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR3/2 黒褐色土：ローム大ブロック中量・ローム粒子少量，焼土粒子多量，

　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

３　2.5Y4/2 暗灰黄色土：ローム大ブロック中量・ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

４　10YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック少量・ローム粒子中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

５　10YR3/1 黒褐色土：ローム大ブロック中量・ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

６　10YR6/3 にぶい黄褐色：明黄褐色土を含む，ローム大ブロック多量・ローム粒

　　　　　　　　　　　　　　　子多量，褐灰色中ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第31号土坑土層説明

１　10YR4/2 灰黄褐色土：ローム大ブロック少量・ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第32号土坑土層説明

１　2.5Y4/2 暗灰黄色土：ローム大ブロック少量・ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　2.5Y5/2 暗灰黄色土：暗灰黄色土主体，しまりあり，粘性なし

第34号土坑土層説明

１　7.5YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロック少量，ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR4/2 灰黄褐色土：ロームブロック少量，ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

３　2.5Y5/2 暗灰黄色土：ローム大ブロック少量，ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

４　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム大ブロック多量，ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第35号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック多量・ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　7.5YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロック多量・ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

３　10YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック少量，しまりあり，粘性なし

第36号土坑土層説明

１  2.5Y4/1 黄灰色土：ローム大ブロック多量・ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　7.5YR4/1 褐灰色土：ローム小ブロック少量・ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

３　10YR5/1 褐灰色土：ローム小ブロック多量・ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

４　7.5YR4/1    褐灰色土：

５　10YR4/1     褐灰色土：ローム大ブロック多量，ローム粒子多量

第37号土坑土層説明

１　7.5YR5/2 灰褐色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

第38号土坑土層説明

５　7.5YR5/2 灰褐色土：ローム小ブロック多量・ローム粒子中量，黄褐色大ブロッ

　　　　　　　　　　　　　ク中量，しまりあり，粘性なし

６　5Y6/3 にぶい黄褐色土：ローム粒子多量，褐灰色大ブロック中量，

　　　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

第39号土坑土層説明

２　10YR4/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

３　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

４　10YR4/1 褐灰色砂質土：ローム大ブロック多量，しまりあり，粘性なし

第40号土坑土層説明

１　10YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロックを含む，しまりあり，粘性なし

２　10YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

第41号土坑土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

第42号土坑土層説明

１　10YR5/3 にぶい黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

２　7.5YR4/1　　褐灰色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

３　10YR6/3　　 にぶい黄橙色土：褐灰色中ブロック中量，ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　　 粘性なし

４　10YR6/8　　 明黄褐色土：ローム主体，しまりあり，粘性なし

第４章　Ａ区　遺構と遺物
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第19図　第８・10・14・20・23・24・36・37号土坑出土遺物

第２節　土坑
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第７表　第８号土坑出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 須恵器 坏 （15.0） ― ［3.5］ 淡褐色土
長石・石英少量
黒色粒子

普通 ロクロ成形。酸化焔焼成 ８ｃ4/4 外面墨書あり

2 須恵器 短頸壷 ― ― ［6.5］ 灰白色
長石・石英・
黒色砂粒

普通
粘土紐ロクロ成形。内面当具，
外面板目叩き　自然釉剥落　
平行叩き

８ｃ後 木葉下窯跡群産

第８表　第10号土坑出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 須恵器 甕 ― ― ［6.5］ 淡灰褐色
長石・石英少量 
黒色粒子

やや不
良

ロクロ成形。酸化焔焼成 ８ｃ代 木葉下窯跡群産

第９表　第14号土坑出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 須恵器
高台付

盤
― ― （1.4） 灰色

長石・石英・針状物
質

良
ロクロ成形。底部ヘラ切後回転ヘ
ラ削り。貼付け高台

８ｃ代 木葉下窯跡群産

第10表　第20号土坑出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 土師器 坏 （12.0） ― ［3.7］ 淡褐色
長石・石英雲母・黒
色砂粒

良
輪積成形，内面赤彩・ヨコヘラ磨
き。外面体部ヨコヘラ削り，口辺
部ヨコナデ

７ｃ4/4 ～
８ｃ1/4

2 須恵器 高坏 ― ― (4.9) 暗灰色 長石・石英黒色粒 良 ロクロ成形
７ｃ4/4～
８ｃ1/4

木葉下窯跡群産

第20図　第38・39・41・42号土坑出土遺物

第４章　Ａ区　遺構と遺物
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第11表　第23号土坑出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 須恵器 壷 ― ［11.6］ ［1.2］ 黄灰色
長石・石英・
針状鉱物

良 ロクロ成形。付高台 ８ｃ 　

第12表　第24号土坑出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 土師器 坏 （12.6） ― ［3.6］ 灰褐色 長石・石英・雲母 良
体部外面ヨコヘラ削り，内面ヨコ
ナデ口縁部内外綿ヨコナデ

７ｃ末～
８ｃ1/4

口縁部外面と
内面漆塗り

第13表　第36号土坑出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 土師器 坏 （12.4） ― ［2.8］ 橙色
長石・石英・
雲母・赤色粒子

良
口縁部外面横ナデ。体部外面ヨコ
ヘラ削り・内面ナデ。

７ｃ末～
８ｃ初頭

口縁部外面と
内面赤色塗採

2 須恵器 蓋
―

― ［1.5］ 灰色 長石・石英・雲母 良 ロクロ成形 ８ｃ 1/4

3 須恵器 蓋 ― ― ［2.5］ 灰色
長石・石英・
針状鉱物

良 ロクロ成形
８ｃ 1/4
以前

第14表　第37号土坑出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1
土師質
土器

内耳鍋 （33.0） ― ［6.3］
 

橙色
長石・石英・雲母 普通

口縁部内外面横ナデ。体部内外面
指ナデ。

15ｃ 外面煤付着

2
土師質
土器

内耳鍋 （28.0） ― ［5.8］ 黄橙色 長石・石英・雲母 普通
口縁部内外面横ナデ。体部内面ヘ
ラナデ。

15ｃ 外面煤付着

3
土師質
土器

内耳鍋 (23.4) ― ［8.3］ 灰黄褐色
長石・石英・雲母・
針状鉱物

普通
口縁部内外面横ナデ。体部内外面
ヘラナデ。

15ｃ 外面煤付着

第15表　第38号土坑出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1
土師質
土器

鍋 ― 〔20.0〕 ［5.0］ 灰色 長石・石英・雲母 良
輪積成形・内外面ヨコナデ・体部
下端ヨコヘラ削り。

15ｃ前 外面煤溶着

第16表　第39号土坑出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 縄文土器 深鉢 ― ― ［2.3］ 褐色 長石・石英・雲母 良 輪積成形・内面ヨコナデ・刺突文 縄文中期
外面煤溶着
阿玉台式

第18表　第42号土坑出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 磁器 碗 ― ― ［1.5］ 乳白色 磁石 良
ロクロ成形。染付。外面文様。一
重圏線

18ｃ

第17表　第41号土坑出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 土師器
高台付

坏
― (6.4) ［2.5］ 橙色

長石・石英・黒色砂
粒

良 ロクロ成形 10ｃ初頭 内面煤付着

2 須恵器 甕 ― ― ［8.7］ 褐灰色 長石・石英 普通 輪積成形後ロクロ整形 ８ｃ代 木葉下窯跡郡産

3
土師質
土器

鍋 ― ― ［5.2］ 黒褐色
長石・石英・雲母多
量

普通 輪積成形・内面ヨコナデ・指ナデ 15ｃ代 外面煤付着

第２節　土坑
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第21図　第１号溝跡実測図

第１号溝跡土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

２　10YR4/1 褐灰色土：ローム大　ブロック中量，しまりあり，粘性なし

第４章　Ａ区　遺構と遺物

第４節　性格不明遺構

第１号性格不明遺構（第22・23図/第19・22表/図版13・25）

位置・重複関係　４Ｂグリッドに位置する。第41号土坑に切られる。東側は攪乱され，西

側は不明瞭である。主軸方位はＮ－70°－Ｅである。 

形態　平面形は溝状を呈し，検出部分での平面規模は長軸370㎝以上，短軸140 ～ 170㎝，

深さ４～ 18㎝を測る。 

遺物　須恵器甕７点・壷１点，土師質土器鍋１点，陶器片口鉢１点が出土し、このうち２

点を図示した。１は須恵器壷の肩部片で，外面には自然釉が見られる。２は陶器片口鉢で，

常滑産で15世紀後半と推定される。

時期　廃絶時期は，出土遺物の年代から中世以降と推定される。

第３節　溝跡

第１号溝跡（第21図/第22表/図版13）

位置・重複関係　５Ｂグリッドに位置する。第42号土坑に切られている。主軸方位はＮ－

８°－Ｗである。 

形態　検出部分での平面規模は全長150㎝以上，幅50㎝，深さ44㎝を測る。 

遺物　縄文土器２点，須恵器甕１点，土師質土器鍋１点，陶器摺鉢１点，磁器碗２点，瓦

質土器鉢１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，出土遺物から中世以降と推定される。
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第23図　第１号性格不明遺構出土遺物

第19表　第１号性格不明遺構出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 須恵器 壷 ― ― ［6.5］ 黄灰色
石英・長石・黒色砂
粒多量

不良 ロクロ成形・自然釉 ８ｃ代
二次被熱により
器面荒れ

2 陶器 鉢 ― ― ［7.8］ 黒褐色 長石・石英 普通 ロクロ成形 15ｃ後 火膨れしている

第１号性格不明遺構土層説明

１　10YR6/2 灰黄褐色土　ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

第22図　第１号性格不明遺構実測図

第３節　溝跡

第５節　遺構外出土遺物（第24図/第20 ～ 22表/図版25・26）

　遺構外の遺物は，縄文土器１点，土師器甕48点，須恵器坏７点・高台坏１点・甕21点，

土師質土器鍋１点・火鉢５点・壷１点，陶器擂鉢１点，陶器碗１点，土製品丸玉１点が出

土し、このうち９点を図示した。

　１は縄文土器で，半截竹管により２条1組の波状文を施文する。２は須恵器高台付盤で，

内底面立上り部に沈線が見られる。８世紀第２四半期と推定される。３は須恵器甕の体部

で，４は須恵器甕の底部である。５は土師質土器の火消壺で，肩部に灰が付着する。19世

紀代と推定される。６は土師質土器火鉢で，18世紀代と推定される。７は土師質土器鍋で，

15世紀後半と推定される。８は陶器擂鉢で，内外面に鉄釉が施釉される。18世紀後半と推

定される。９は土製品丸玉で，近世以降と推定される。 
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第24図　遺構外出土遺物

第20表　遺構外出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 縄文土器 深鉢 ― ― 〔3.7〕 橙色 長石・石英 良
外面２条一体の櫛描き波状文・内
面ヨコナデ。縦位の刺突文

縄文前期 浮島Ⅰ式

2 須恵器 盤 （18.0）（14.4） ［3.2］ 灰色
長石・石英・黒色粒
子・針状鉱物

良 ロクロ成形 ８ｃ2/4 　

3 須恵器 甕 ― （7.2） ［1.1］ 灰色 長石微量 良
外面櫛状工具による整形後ヨコナ
デ後横2条沈線

８ｃ代 　

4 須恵器 甕 ― （13.8） ［4.7］ 暗灰黄色 長石・石英微量 普通 内面指ナデ・外面はヘラ削り ８ｃ代 　

5
土師質
土器

壷 （13.5） ― ［2.9］ 淡褐色 長石・石英微量 良 ロクロ成形 19ｃ 外面肩部灰付着

6
土師質
土器

火鉢 ― ― ［3.9］ 淡褐色 長石・石英微細微量 良好 体部内外面ロクロナデ 18ｃ 　

7
土師質
土器

鍋 （29.0） ― ［6.37］ 橙色
長石・石英微細微量・
雲母少量

良好 ロクロ成形 15ｃ後 外面煤付着　

8 陶器 擂鉢 （29.5） ― ［5.9］ 赤褐色
長石・石英微細・微
量

良好 ロクロ成形・鉄釉全面施釉 18ｃ後 瀬戸系　

番
号

種別 器種
法量（㎝） 重量 

（g）
胎土 特徴 推定年代 備考

径 長さ 孔径

9 土製品 丸玉 2.47 2.67 0.7 17.0 長石・石英 ナデ 近世 　

第21表　遺構外出土土製品遺物観察表

第４章　Ａ区　遺構と遺物
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 第５章　Ｂ区（第15地点 第３次調査区）　遺構と遺物

第１節　竪穴建物跡

第１号竪穴建物跡（第26・29図/第23・27表/図版14・26） 

位置・重複関係　４Ｂ・Ｃグリッドに位置し，東側のおおよそ1/3が調査区外に続く。西

側の一部は攪乱されている。 

形態　平面形は方形と推定される。主軸方位は主軸はＮ－15°－Ｅである。検出部分での

規模は長軸362㎝，短軸153㎝以上，深さ38㎝を測る。壁下の周溝は全周するものではな

く，南側で途切れている。床面は貼床でほぼ平坦，各辺から20 ～ 30㎝内側が硬化してい

た。柱穴は１箇所が確認され，直径36 ～ 38㎝，深さ20㎝を測る。カマドは未検出であるが，

調査区外北側にあるものと推定される。 

遺物　土師器坏４点，須恵器坏２点・甕３点が出土し、このうち１点を図示した。１は須

恵器坏で，底部は回転ヘラ切り後，切離し部と外周を回転ヘラ削りされる。内底面立上り

部分から直線的に外反して口縁部に至る。内面中位に自然釉が周回している。重ね焼きの

痕跡であろう。８世紀第２四半期と推定される。

時期　廃絶時期は，須恵器の年代から奈良時代（８世紀中葉頃）と推定される。

第２号竪穴建物跡（第27・30図/第24・27表/図版15・26） 

位置・重複関係　４Ｂグリッドに位置し，西側のおおよそ3/4が調査区外に続く。西側の

一部は攪乱されている。 

形態　平面形は方形と推定される。主軸方位は主軸はＮ－15°－Ｅである。検出部分での規

模は長軸390㎝，短軸98㎝以上，深さ42㎝を測る。壁下に周溝はない。床面はほぼ平坦，北壁

から60㎝，南壁から90㎝，東壁から20㎝内側は硬化している。柱穴，カマドは未検出である。 

遺物　土師器甕７点，須恵器坏１点が出土し、このうち１点を図示した。１は須恵器坏で，

花弁状回転ヘラ切後ナデ仕上げされる。内底面立上り部分から体部下半まで直線的に開き

体部上半は僅かに外反する。８世紀第３四半期と推定される。

時期　廃絶時期は，須恵器の年代から奈良時代（８世紀中葉頃）と推定される。

第３号竪穴建物跡（第28図/第27表/図版15） 

位置・重複関係　１・２Ｃグリッドに位置する。全体の3/4が調査区外に続く。北東から

南西にかけて攪乱される。 

形態　平面形は方形と推定される。主軸方位は主軸はＮ＝０°である。検出部分での規模は

長軸234㎝以上，短軸200㎝以上，深さ60㎝を測る。壁下に周溝はない。床面は平坦でローム

直床。柱穴は２箇所が確認され，Ｐ１が直径38㎝，深さ60㎝，Ｐ２が直径38㎝，深さ38㎝を

測る。Ｐ２は北側に向かって斜坑する。入口施設との関連も思わせる。カマドは未検出で

ある。 
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第25図　Ｂ区（第15地点第３次調査区）全体図

第１節　竪穴建物跡

－ 41 －



第26図　第１号竪穴建物跡実測図

第27図　第２号竪穴建物跡実測図

第５章　Ｂ区　遺構と遺物
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第28図　第３号竪穴建物跡実測図

第１号竪穴建物跡土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

２　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，灰褐色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

３　10YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック中量，ローム粒子少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

４　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

５　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

６　10YR6/4 にぶい黄橙色土：ローム粒子多量，灰黄褐色大ブロック中量，

　　　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

７　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，黒褐色大ブロック少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

８　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，褐灰色大ブロック少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし　上面に硬化面の大ブロックがある

９　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，褐灰色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

10　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

　　　　　　　　　　　　　　砂質土に近い

11　10YR5/2 灰黄褐色土：暗灰色大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

12　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，灰黄褐色大ブロック少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

13　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，灰黄褐色大ブロック少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第２号竪穴建物跡土層説明

１　7.5YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック少量，ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR5/3 にぶい黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

３　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，ローム粒子多量，褐灰色ブロック中量，

　　　　　　　　　　　　　　しまりあり，粘性なし

４　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子多量，黒褐色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　粘性なし

５　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，灰黄褐色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　 粘性なし

６　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム大ブロック中量，褐灰色大ブロック中量，　　　

　　　　　　　　　　　　　  しまりあり，粘性なし

７　10YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロック少量，ローム粒子中量，

                          灰黄褐色大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

８　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム大ブロック多量，ローム粒子中量，

                            しまりあり，粘性なし

９　10YR4/1 褐灰色土：灰黄褐色大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

10　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

11　2.5Y5/2 暗灰黄色土：ローム大ブロック中量，ローム粒子多量，

                            しまりあり，粘性なし

12　2.5Y5/2 暗灰黄色土：ローム粒子多量，褐灰色大ブロック中量，しまりあり，

                            粘性なし

13　10YR8/1 灰白色粘土：褐灰色大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

                           　カマド粘土残留

14　10YR5/1 褐灰色土：ローム大ブロック中量，ローム粒子中量，灰黄褐色大ブロッ

                         ク中量，しまりあり，粘性なし

15　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

16　10YR6/4 にぶい黄橙色土：ローム粒子多量，灰黄褐色大ブロック中量，

                                しまりあり，粘性なし

17　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，黒褐色大ブロック少量，しまりあり，

                            粘性なし

18　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，褐灰色大ブロック少量，しまりあり，

                            粘性なし　上面に硬化面のブロックがある

19　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，褐灰色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

20　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし　砂質土に近い

21　10YR5/2 灰黄褐色土：暗灰色大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

22　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，灰黄褐色大ブロック少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第３号竪穴建物跡土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

２　10YR3/2 黒褐色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

３　10YR4/2 灰黄褐色土：しまりあり，粘性なし

４　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，黄褐色大ブロック中量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし　

５　10YR4/2 灰黄褐色シルト：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

６　10YR3/2 黒褐色土：ローム大ブロック少量，しまりあり，粘性なし

７　7.5YR3/1 黒褐色土：ローム大ブロック少量，しまりあり，粘性なし

８　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，黒褐色大ブロック少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし（上面に硬化面のブロックがある）

第３号竪穴建物跡１号ピット土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

第３号竪穴建物跡２号ピット土層説明

１　10YR5/1 褐灰色土：しまりあり，粘性なし

２　10YR5/1 褐灰色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

３　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体，にぶい黄橙色大ブロック少量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　 粘性なし

第１節　竪穴建物跡
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第29図　第１号竪穴建物跡出土遺物 第30図　第２号竪穴建物跡出土遺物

第23表　第１号竪穴建物跡出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 須恵器 坏 （13.2） （9.9） （4.1） 灰色
長石・石英・針状鉱
物

良好
ロクロナ成形・底部ヘラ切後回転
ヘラ削り。

８ｃ 2/4 切離し径（7.2）　

第24表　第２号竪穴建物跡出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 須恵器 坏 （14.3） （9.1） (4.8) 灰色
長石・石英・針状鉱
物

良好 ロクロ成形・回転ヘラ切 ８ｃ 3/4 木葉下窯跡群産

第５章　Ｂ区　遺構と遺物

遺物　土師器坏４点・甕４点，須恵器坏２点・甕５点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，Ａ区第１〜３号竪穴建物跡に方位・規模が近似することから平安時代

（８～９世紀頃）と推定される。

第２節　土坑

第１号土坑（第31図/図版15） 

位置・重複関係　８Ｂグリッドに位置する。主軸方位はＮ－90°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形を呈し，平面規模は長軸78㎝，短軸64㎝，深さ10㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。 

 

第２号土坑（第31図/第27表/図版16）

位置・重複関係　７Ｂグリッドに位置し，主軸方位はＮ－90°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形と推定される。第１号溝－４，第３号土坑を切っている。西側

は調査区外へ続く。検出部分での平面規模は長軸98㎝以上，短軸73㎝，深さ12㎝を測る。 

遺物　土師器坏２点・甕１点，須恵器坏１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。 
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第３号土坑（第31図/図版16） 

位置・重複関係　７Ｂグリッドに位置し，第２号土坑に切られる。西側は調査区外に続く。

主軸方位はＮ－90°－Ｅである。 

形態　平面形は溝状を呈し，検出部分での平面規模は長軸178㎝以上，短軸46 ～ 52㎝，深

さ10〜17㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，切り合いから中世以降と推定される。

第４号土坑（第31図/図版16） 

位置・重複関係　７Ｂグリッドに位置し，第７号土坑を切っている。西側は調査区外に続

く。主軸方位はＮ=0°である。 

形態　平面形は円形あるいは楕円形と推定される。検出部分での平面規模は長軸56㎝以上，

短軸24㎝以上，深さ32 ㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第５号土坑（第31図/図版16） 

位置・重複関係　６・７Ｂグリッドに位置する。西側は調査区外に続く。主軸方位はＮ=

０°である。 

形態　平面形は円形あるいは楕円形と推定される。検出部分での平面規模は長軸60㎝以上，

短軸25㎝以上，深さ44㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第６号土坑（第31図/第27表/図版16） 

位置・重複関係　７Ｂグリッドに位置する。第１号溝－２を切る。西側の一部は調査区外

に続く。主軸方位はＮ －82°－Ｗである。 

形態　平面形は楕円形を呈する。検出部分での平面規模は長軸87㎝以上，短軸62㎝，深さ

40㎝を測る。 

遺物　須恵器坏１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，切り合いから中世以降と推定される。

第７号土坑（第31図/図版17） 

位置・重複関係　７Ｂグリッドに位置する。第４号土坑に切られる。主軸方位はＮ－82°

－Ｅである。 

形態　平面形は不整楕円形を呈する。検出部分での平面規模は長軸100㎝以上，短軸54㎝，

深さ20㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第２節　土坑
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第５章　Ｂ区　遺構と遺物

第８号土坑（第31図/図版17） 

位置・重複関係　６Ｂグリッドに位置する。東側は調査区外に続く。主軸方位はＮ－82°

－Ｅである。 

形態　平面形は円形あるいは楕円形と推定される。検出部分での平面規模は長軸64㎝以上，

短軸40㎝以上，深さ20㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第９号土坑（第31図/図版17） 

位置・重複関係　６Ｂグリッドに位置する。東側は調査区外に続く。主軸方位はＮ－82°

－Ｅである。 

形態　平面形は円形と推定される。検出部分での平面規模は長軸62㎝以上，短軸27㎝以上，

深さ24㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第10号土坑（第31図/図版17） 

位置・重複関係　７Ｂグリッドに位置する。Ｐ８を切る。主軸方位はＮ－46°－Ｅである。 

形態　平面形は円形と推定される。検出部分での平面規模は長軸44㎝，短軸33㎝以上，深

さ11㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第11号土坑（第31図/図版17） 

位置・重複関係　５Ｂグリッドに位置する。主軸方位はＮ－40°－Ｗである。 

形態　平面形はほぼ円形を呈する。平面規模は長軸45㎝，短軸42㎝，深さ47㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第12号土坑（第31図/図版17・18） 

位置・重複関係　５Ｂグリッドに位置する。西側一部が攪乱される。主軸方位はＮ－40°

－Ｗである。 

形態　平面形は円形と推定される。検出部分での平面規模は長軸58㎝，短軸40㎝以上，深

さ12㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。
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第２節　土坑

第13号土坑（第31図/第27表） 

位置・重複関係　４Ｃグリッドに位置する。東側は調査区外へ続く。主軸方位はＮ－86°

－Ｗである。 

形態　平面形は不整楕円形と推定される。検出部分での平面規模は長軸58㎝，短軸13㎝以

上，深さ45㎝を測る。 

遺物　須恵器坏１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，不明である。

第14号土坑（第31図/図版18） 

位置・重複関係　４Ｂグリッドに位置する。主軸方位はＮ－50°－Ｗである。 

形態　平面形は円形を呈する。平面規模は32㎝×32㎝，深さ37㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第15号土坑（第31図/図版18） 

位置・重複関係　４Ｂグリッドに位置する。主軸方位はＮ－50°－Ｗである。 

形態　平面形は円形を呈する。平面規模は92㎝×92㎝，深さ46㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第16号土坑（第31図/第27表/図版18） 

位置・重複関係　３・４Ｃグリッドに位置する。東側は調査区外へ続く。主軸方位はＮ－

76°－Ｅである。 

形態　平面形は楕円形と推定される。検出部分での平面規模は長軸72㎝以上，短軸68㎝，

深さ20㎝を測る。 

遺物　土師器甕１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，不明である。

第17号土坑（第31図/第27表/図版18） 

位置・重複関係　３Ｂグリッドに位置する。南側の一部が攪乱される。主軸方位はＮ－36°

－Ｗである。 

形態　平面形は楕円形を呈する。検出部分での平面規模は長軸86㎝以上，短軸40㎝，深さ

24㎝を測る。 

遺物　土師器甕１点，須恵器甕１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，不明である。

第18号土坑（第31図/図版19） 

位置・重複関係　３Ｃグリッドに位置する。東側は調査区外へ続く。主軸方位はＮ－58°

－Ｅである。 
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第５章　Ｂ区　遺構と遺物

形態　平面形は不整楕円形と推定される。検出部分での平面規模は長軸73㎝以上，短軸57㎝，

深さ30㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第19号土坑（第31図/図版19） 

位置・重複関係　３Ｂグリッドに位置する。主軸方位はＮ－16°－Ｅである。 

形態　平面形は楕円形を呈する。平面規模は長軸80㎝，短軸55㎝，深さ17㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第20号土坑（第32図/図版19） 

位置・重複関係　３Ｂグリッドに位置する。遺構中央部を南北方向に攪乱される。主軸方

位はＮ－90°－Ｅである。 

形態　平面形は楕円形を呈する。平面規模は長軸152㎝，短軸79㎝，深さ26㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第21号土坑（第32図/第27表/図版19） 

位置・重複関係　２・３Ｃグリッドに位置する。第24号土坑，第26号土坑，第27号土坑，

第28号土坑を切る。主軸方位はＮ－５°－Ｅである。 

形態　平面形は楕円形を呈する。平面規模は長軸138㎝，短軸127㎝，深さ20㎝を測る。 

遺物　須恵器坏２点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，不明である。

第22号土坑（第32・33図/第25・27表/図版19・26） 

位置・重複関係　２Ｂ・Ｃグリッドに位置する。第25号土坑を切る。西側は調査区外へ続

く。主軸方位はＮ－80°―Ｗである。 

形態　平面形は隅丸長方形と推定される。検出部分での平面規模は長軸95㎝以上，短軸82㎝，

深さ21㎝を測る。 

遺物　土師器坏１点・甕３点，須恵器坏５点が出土し、このうち１点を図示した。１は土

師器甕の頸部から口縁部片である。８世紀前半と推定される。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。 

第23号土坑（第32図/図版20） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。主軸方位はＮ－7°－Ｅである。 

形態　平面形は不整円形を呈する。平面規模は長軸26㎝，短軸23㎝，深さ30㎝を測る。 

遺物　土師器甕４点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，不明である。
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第２節　土坑

第24号土坑（第32図/第27表/図版20） 

位置・重複関係　２・３Ｃグリッドに位置する。第28号土坑を切り，第21号土坑，第27号

土坑に切られる。主軸方位はＮ= ０°である。 

形態　平面形は不整円形を呈する。検出部分での平面規模は長軸100㎝，短軸92㎝，深さ

19㎝を測る。 

遺物　土師器甕３点，須恵器坏１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構の切り合いから，中世以降と推定される。

第25号土坑（第32図/図版20） 

位置・重複関係　２Ｂ・Ｃグリッドに位置する。第22号土坑に切られる。主軸方位はＮ－

20°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形と推定される。検出部分での平面規模は長軸83㎝以上，短軸70㎝，

深さ23㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第26号土坑（第32図/図版20） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。第27号土坑を切り，第21号土坑に切られる。

主軸方位はＮ－40°－Ｅである。 

形態　平面形は不整楕円形と推定される。検出部分での平面規模は長軸90㎝以上，短軸73㎝

以上，深さ20㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。

第27号土坑（第32図/第27表/図版20） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。第26号土坑に切られる。主軸方位はＮ－70°

－Ｗである。 

形態　平面形は隅丸長方形と推定される。検出部分での平面規模は長軸100㎝以上，短軸

95㎝，深さ16㎝を測る。 

遺物　土師器坏１点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。

第28号土坑（第32図/図版20） 

位置・重複関係　２Ｃグリッドに位置する。第21号土坑，第24号土坑に切られる。主軸方

位はＮ－40°－Ｅである。 

形態　平面形は隅丸長方形と推定される。検出部分での平面規模は長軸153㎝，短軸58㎝

以上，深さ18㎝を測る。 

遺物　遺物の出土はない。

時期　廃絶時期は，不明である。
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第31図　第１～ 19号土坑実測図

第５章　Ｂ区　遺構と遺物
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第１号土坑土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

第２号土坑土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

第３号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：しまりあり，粘性なし

２　10YR6/2 灰黄褐色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

第４号土坑土層説明

１　10YR4/2 灰黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

２　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

第５号土坑土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

２　10YR4/2 灰黄褐色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

３　10YR4/1 灰褐色土：しまりあり，粘性なし

４　10YR5/1 褐灰色土：黄褐色大ブロック少量，しまりあり，粘性なし

５　10YR4/1 褐灰色土：しまりあり、粘性なし

６　10YR5/2 灰黄褐色土：明黄褐色中ブロック中量、しまりあり、粘性なし

７　10YR5/3 にぶい黄橙色土：明黄褐色ブロック少量、しまりあり、粘性なし

第６号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

２　10YR6/3 にぶい黄橙色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

３　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

４　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

５　10YR5/1 褐灰色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

第７号土坑土層説明

１　10YR5/1 褐灰色土：しまりあり，粘性なし

２　10YR6/3 にぶい黄橙色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

３　10YR6/3 にぶい黄橙色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

第８号土坑土層説明

１　10YR4/2 灰黄褐色土：しまりあり，粘性なし

２　10YR6/2 灰黄褐色土：黄褐色大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

第９号土坑土層説明

１　7.5YR4/2 灰褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

２　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

３　10YR4/2 灰黄褐色土：ローム粒子少量，褐灰色ブロック中量，しまりあり，

                            粘性なし

４　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

第10号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック少量，しまりあり，粘性なし

第11号土坑土層説明

１　7.5YR4/3 褐色土：しまりあり，粘性なし

２　10YR6/2 灰黄褐色土：黄褐色大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

第12号土坑土層説明

１　7.5YR4/3 褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

第13号土坑土層説明

１　10YR5/1 褐灰色土：しまりあり，粘性なし

２　10YR5/1 褐灰色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

３　10YR5/2 灰黄褐色土：しまりあり，粘性なし

第14号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：しまりあり，粘性なし

２　10YR6/1 褐灰色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

第32図　第20 ～ 28号土坑実測図

第２節　土坑
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第33図　第22号土坑出土遺物

第25表　第22号土坑出土遺物観察表

番
号

種別 器種
法量（㎝）

色調 胎土 焼成 整形・成形技法 推定年代 備考
口径 底径 器高

1 土師器 甕 (18.6) ￣ ［5.4］ 淡褐色
長石・石英微量・雲
母微量

普通
口縁部ヨコナデ・体部内面ヘラナ
デ

８ｃ前半

第15号土坑土層説明

１　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム大ブロック多量，ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR4/2 灰黄褐色土：ローム大ブロック多量，ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

３　10YR5/3 にぶい黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

４　10YR5/2 灰黄褐色土：黄褐色大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

第16号土坑土層説明

１　10YR6/1 褐灰色土：しまりあり，粘性なし

２　10YR6/3 にぶい黄橙色土：しまりあり，粘性なし

第17号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：しまりあり，粘性なし

２　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

第18号土坑土層説明

１　10YR4/1　 褐灰色土：しまりあり，粘性なし

２　10YR5/2　　 灰黄褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

第19号土坑土層説明

１　10YR4/1　　 褐灰色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

２　10YR6/3   　にぶい黄橙色土：褐灰色ブロック中量，しまりあり，粘性なし

第20号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

２　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

第21号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

第22号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

第23号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

２　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

第24号土坑土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

第25号土坑土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子少量，灰黄褐色大ブロック中量，しまりあり，

粘性なし

２　10YR5/2 灰黄褐色土：しまりあり，粘性なし

第26号土坑土層説明

１　10YR5/2 灰黄褐色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

第27号土坑土層説明

１　7.5YR4/1 黄灰色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

２　10YR4/2 灰黄褐色土：ロームブロック少量，ローム粒子多量，しまりあり，

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

３　7.5YR4/1 黄灰色土：ローム粒子中量，しまりあり，粘性なし

第28号土坑土層説明

１　10YR5/1 褐灰色土：しまりあり，粘性なし

第５章　Ｂ区　遺構と遺物

第３節　溝跡

　溝跡は４条を確認したが，直線状に並ぶことから同一遺構として捉え，各部分に枝番を

付した。

第１号溝跡（１－１・２・３・４）（第34・35図/第27表/図版21）

位置・重複関係　６・７・８Ｂグリッドに位置する。南側は調査区外へ続く。１－１部分

でＰ２，Ｐ３を切る。１－２部分で第６号土坑に切られる。１－４部分で第２号土坑，第

３号土坑に切られる。主軸方位はＮ－14°－Ｅである。 

形態　検出部分での平面規模は全体で長軸20.07ｍ以上，短軸20〜40㎝，深さ５〜13㎝を測

る。南側に向かって比高差10㎝程度の傾斜が確認される。 

遺物　土師器甕２点を出土したが，図示可能なものはなかった。

時期　廃絶時期は，遺構形状や特徴から中世以降と推定される。 
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第34図　第１号溝跡全体図

第２節　土坑
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第35図　第１号溝跡実測図

第１号溝跡１土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子少量，しまりあり，粘性なし

２　2.5Y5/2　　 暗灰黄色土：ローム大ブロック中量，しまりあり，粘性なし

第１号溝跡２土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

第１号溝跡３土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

第１号溝跡４土層説明

１　10YR3/1 黒褐色土：ローム粒子多量，しまりあり，粘性なし

第５章　Ｂ区　遺構と遺物
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第36図　第１～ 12号ピット実測図

第１号ピット　土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：しまりあり、粘性なし

第２号ピット　土層説明

１　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体、褐灰色小ブロック少量、しまりあり、

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

２　10YR4/1 褐灰色土：しまりあり、粘性なし

第３号ピット　土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：しまりあり、粘性なし

第４号ピット　土層説明

１　10YR5/1 褐灰色土：しまりあり、粘性なし

２　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体、褐灰色中ブロック中量、しまりあり、

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第５号ピット　土層説明

１　10YR5/1 褐灰色土：しまりあり、粘性なし

第６号ピット　土層説明

１　10YR5/1 褐灰色土：しまりあり、粘性なし

２　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体、褐灰色中ブロック中量、しまりあり、

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

３　10YR6/1 褐灰色土：しまりあり、粘性なし

第７号ピット　土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：しまりあり、粘性なし

第８号ピット　土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：しまりあり、粘性なし

第９号ピット　土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：ローム大ブロック中量しまりあり、粘性なし

第10号ピット　土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：しまりあり、粘性なし

第11号ピット　土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：しまりあり、粘性なし

２　10YR6/8 明黄褐色土：ローム主体、褐灰色中ブロック少量、しまりあり、

　　　　　　　　　　　　　　粘性なし

第12号ピット　土層説明

１　10YR4/1 褐灰色土：しまりあり、粘性なし

２　10YR6/8 明黄褐色土ブロック

第４節　ピット

第４節　ピット（第36図/第26・27表）

　ピットは12基を検出したが，散漫な分布であり規則性を確認することはできない。出土

遺物は，Ｐ４から土師器甕１点，Ｐ10から土師器甕２点を出土したが，遺構の時期決定に

関係するものではないと考えられる。図示可能なものはなかった。 
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第５章　Ｂ区　遺構と遺物

第27表　Ｂ区出土遺物数量一覧表

※個体は，第１号竪穴建物跡 須恵器杯１点のみで，他は全て破片である。

Ｂ　
　

区

遺構名

土師器 須恵器
総計

坏 甕 坏 甕

点
数
点

重さ
g

点数
点

重さ
g

点数
点

重さ
g

点数
点

重さ
g

点数
点

１号竪穴建物 4 34.8 2 187.0 3 80.0 9

２号竪穴建物 7 54.1 1 117.0 8

３号竪穴建物 4 28.5 4 15.6 2 8.0 5 83.4 15

２号土坑 2 4.8 1 3.7 1 6.1 4

６号土坑 1 5.9 1

13号土坑 1 5.4 1

16号土坑 1 6.3 1

17号土坑 1 6.3 1 6.7 2

21号土坑 2 12.4 2

22号土坑 1 4.6 3 20.3 5 15.0 9

24号土坑 3 25.0 1 4.9 4

27号土坑 1 7.6 1

１号溝 2 7.2 2

ピット 3 10.8 3

遺構外 1 5.5 3 30.2 1 13.5 5

総計 9 51.0 32 214.3 16 361.7 10 183.6 67

第26表　ピット一覧表

遺構 
番号

位置 平面形
規模 底面

壁面 覆土 主な出土遺物
重複関係 
（古→新）長軸×短軸（㎝） 深さ（㎝）（断面形）

Ｐ１ ７Ｂ 円形 33×26 14 皿状 外傾 自然 ― 本跡→Ｐ７

Ｐ２ ６Ｂ 楕円 34×43 27 皿状 外傾 自然 ― 本跡→SD1- １

Ｐ３ ６Ｂ 不明 19×［20］ 7 平坦 外傾 自然 本跡→SD1- １

Ｐ４ ６Ｂ 不整円形 39×28 33 有段 垂直 自然 土師器甕１点 ―

Ｐ５ ４Ｃ 不整円形 42×26 24 皿状 緩斜 自然 ― ―

Ｐ６ ３Ｃ 円形 32×30 29 皿状 緩斜 自然 ― ―

Ｐ７ ７Ｂ 楕円 27×19 28 皿状 緩斜 自然 ― Ｐ１→本跡

Ｐ８ ７Ｂ 円形 30×29 20 皿状 外傾 自然 ―

Ｐ９ ２Ｃ 楕円 34×23 5 皿状 外傾 自然 ― ―

Ｐ10 ２Ｃ 円形 34×34 23 皿状 外傾 自然 土師器甕２点 ―

Ｐ11 ２Ｃ 円形 33×32 30 皿状 外傾 自然 ― ―

Ｐ12 ７Ｂ 円形 33×30 27 皿状 外傾 自然 ― SK17→本跡

第５節　遺構外出土遺物（第27表）

　調査区南側表土から土師器坏１点・甕２点，中央部分の表採から土師器甕１点，須恵器

甕１点を出土したが，図示可能なものはなかった。 
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第６章　まとめ

第１節　はじめに

　水戸市の東端，那珂川を北に臨む東茨城台地一帯は，国指定史跡である大串貝塚をはじ

めとして，旧石器から縄文，弥生，古墳，奈良，平安，中世，近世の各時代にわたる多種

多様な遺跡が分布することで知られている。

　東前原遺跡は，東側に向かって舌状に伸びた台地先端部に程近い北東縁に位置してお

り，これまでに行われた20地点を超える発掘調査で奈良・平安時代を中心とする集落など

が確認されているが，いずれも部分的な調査であり，報告例も現段階では限られることか

ら，遺跡の全体像については不明な点が多く残されている。　

　以上の現状を踏まえた上で，本項では今回の調査の成果を中心に簡単なまとめを行い，

本遺跡の全体像復元に向けての検討材料としたい。

第２節　土地利用の変遷について（第37図）

　今回の調査は本遺跡北側の第14地点（以下Ａ区）と第15地点（以下Ｂ区）の２つの地点

を対象としたものであり，北東寄りのＡ区において竪穴建物跡４軒，土坑42基，溝跡１条，

性格不明遺構１基，南西寄りのＢ区において竪穴建物跡３軒，土坑28基，ピット12基，あ

わせて竪穴建物跡７軒，土坑69基，溝跡１条，性格不明遺構１基，ピット12基が検出され

ている。所属する時代は古墳，奈良，平安，中世，近世であり，中世以降と推定される土

坑に混入していた縄文土器の細片を除けば，旧石器，縄文，弥生時代に伴う明確な遺構・

遺物は今回の調査では確認されなかった。以下では，明らかになった時期ごとに本地点を

舞台にした土地利用の変遷を概観したい。

第１項　７世紀後半

　Ａ区の北端より４号竪穴建物跡が検出されている。東西の径684㎝を測る推定方形の大

形の竪穴建物跡である。南壁中央部に入口施設と思われる落込みを伴うが，北側の大部分

は調査区外にかかっており，全容は不明である。規模や形状，出土遺物などから廃絶時期

は７世紀後半を中心とした古墳時代後期であった可能性が推測されるが，確認された遺構

は本竪穴建物跡の１軒のみであり，当該期の集落のあり方については今後の検討課題であ

る。

第２項　８世紀から９世紀

　Ａ区より３軒（SI １～３），同じくＢ区より３軒（SI １～３），あわせて６軒の竪穴建

物跡が検出されている。全掘された例は皆無であり，特に調査区の幅が狭いＢ区の３軒は

一部が確認されただけである。長径277 ～ 390㎝ほどの比較的小形の方形の竪穴建物跡で

あり，Ａ区の３軒はいずれも北壁中央にカマドを伴う。
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第37図　７世紀～９世紀竪穴建物跡分布図

第６章　まとめ
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　これらの６軒の竪穴建物跡に切り合い関係は認められないが，出土遺物などから廃絶時

期については次のような新旧関係を想定することができる。

　８世紀中葉　　　Ｂ区１・２号

　８～９世紀　　　Ａ区３号，Ｂ区３号

　９世紀前半　　　Ａ区１・２号

　８世紀中葉の２軒は南北に細長いＢ区の中央部の東と西に隣り合うように分布してい

る。カマドは未確認であるが，推定主軸方向もＮ－15°－Ｅで共通しており，長径も362㎝

と390㎝を測り，差異は少ない。遺物はＢ区１号竪穴建物跡から土師器の坏，須恵器の坏，

須恵器の甕，同２号から土師器の甕，須恵器の坏などが出土している。

　８～９世紀の２軒はＡ区の北東端とＢ区の北端というように，大きく離れて分布する。

部分的な確認であるため，規模は不明であるが，方形と推定される竪穴建物跡であり，推

定主軸方向もＮ－３°－ＷとＮ＝０°で近似値を示している。遺物はＡ区３号竪穴建物跡

で土師器の甕と須恵器の甕，Ｂ区３号竪穴建物跡で土師器の坏・甕，須恵器の坏・甕など

が出土している。

　９世紀前半の２軒はＡ区の東側と西側に９ｍほどの距離を隔てて分布する。北カマドを

もつ長径300㎝前後の方形の竪穴建物跡であり，主軸方向にも大きな差異は認められない。

遺物はＡ区１号竪穴建物跡から土師器の甕，須恵器の坏・高坏・甕，Ａ区２号竪穴建物跡

から土師器の坏・甕，須恵器の坏・高坏・蓋・甕などが出土している。須恵器は木葉下窯

跡群の生産になるものが含まれる。

　このように，規模・形状・主軸方向の各面について強い規格性を示すことや，時期が限

定できる８世紀中葉と９世紀前半の各２軒はいずれも近接して分布する姿をみせている。

これらのことが本時期の集落のあり方を示唆するものなのかどうか注目されるところであ

るが，調査範囲，検出された遺構ともごく限定的な現状では，集落の全体像を議論するま

でには至らない。

第３項　15世紀以降

　広範囲にわたって集落の分布が確認されている奈良・平安時代とは対照的に，集落の存

在が不明瞭になる時期であり，本地点でも竪穴建物跡に代わって大小多様な土坑群や溝

跡，性格不明遺構などが登場する。

　土坑はＡ区で42基，Ｂ区で28基，あわせて70基の分布が確認されている。時期の特定が

可能な遺物を伴う例は少ないが，遺構の形状や特徴などを手掛かりに推定された廃絶時期

は以下の通りである。

　中世以降　35基　Ａ区27基（１～ 12・14 ～ 17・19・20・27・31・32・34・36 ～ 39・41号）

　　　　　　　　　Ｂ区８基（１～３・６・22・24・25・27号）

　近世以降　１基　Ａ区１基（42号）

　時期不明　34基　Ａ区14基（13・18・21 ～ 26・28 ～ 30・33・35・40号）

　　　　　　　　　Ｂ区20基（４・５・７～ 21・23・26・28号）

　溝跡はＡ区とＢ区で各１条，あわせて２条が検出されている。確認部分の長さはＡ区の

1.5ｍ以上に対し，Ｂ区は20ｍ以上と差異はあるが，最大上幅40 ～ 50㎝，深さ13 ～ 18㎝ほ

どであり，調査区をほぼ南北方向に走るという規格性を示している。

第２節　土地利用の変還について

－ 59 －



第38図　溝・土坑分布図
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　これらの土坑群や溝跡は基本的に集落に伴う施設ではあるが，貯蔵や区画などの農耕と

密接に関連した施設であった可能性が高いものであり，前代まで居住施設を中心とした集

落として継続利用されてきた本地点の機能に，中世以降，大きな変化が起きたことがうか

がわれる。東前原遺跡周辺の台地上では北東側に位置する椿山館跡をはじめとして中世の

城館跡が多数営まれる一方，当該期の明瞭な集落の分布が未確認であることも， 居住施設

を中心とした集落からの土地利用の変化を裏付けるものといえる。中世以降と推定される

性格不明遺構，時期不明のピットなどについても，同様の視点からその性格を検討するの

が妥当であろう。

　Ａ区37・38号土坑から出土した15世紀代と推定される土師質土器内耳鍋，溝跡から出土

した陶磁器や瓦質土器，性格不明遺構から出土した陶器片口鉢などを除けば，中世以降の

遺物はきわめて少なく，量的には前代の土師器や須恵器の混入例が目立つ。なお、Ａ区42

号土坑からは18世紀代と推定される肥前系の染付碗が出土しており，わずかながらではあ

るが，近世の土地利用の痕跡も認められた。

第３節　土坑について（第38図）

　本地点から検出された70基の土坑は，平面形（以下プラン）を基準に以下の５つに大別

することができる。

　円形　　　　　23基　Ａ区12基（13・18・21 ～ 24・26・28・29・33・35・39号）

　　　　　　　　　　　Ｂ区11基（４・５・８～ 12・14・15・23・24号）

　(長)楕円形　　12基　Ａ区２基（37・38号）

　　　　　　　　　　　Ｂ区10基（６・７・13・16 ～ 21・26号）

　(隅丸)方形　　４基　Ａ区４基（30 ～ 32・40号）

　(隅丸)長方形　29基　Ａ区23基（１～ 12・14 ～ 17・19・20・25・27・34・36・41号）

　　　　　　　　　　　Ｂ区６基（１・２・22・25・27・28号）

　溝状　　　　　２基　Ａ区１基（42号）

　　　　　　　　　　　Ｂ区１基（３号）

　このうち粘土貼り土坑はＡ区にのみ検出された（１～４・６～９・18号土坑）。

　多数を占めるのは29基が検出された（隅丸）長方形プランと23基が検出された円形プラ

ンであり，前者は土坑全体の約41％，後者は約33％を占める。これらに次ぐのが（長）楕

円形プランの12基，約17％であり，（隅丸）方形は４基，溝状は２基と少ない。

　（隅丸）長方形プランは規模の面でも大形であり，最大のＡ区２号土坑は長径302㎝，短

径115㎝，最小のＢ区１号土坑でも長径78㎝，短径64㎝を測る。長径の平均は163㎝以上で

あり，大形例が目立つＡ区の23基に限れば平均長径は179㎝以上に及ぶ。円形プランで最

大のＡ区18号土坑の長径が154㎝であることを考えれば，（隅丸）長方形プランの大きさは

際立っている。

　Ａ区の（隅丸）長方形プランの土坑は空間分布でも特徴的であり，調査区の北側と南側

に集中する傾向をみせている。とりわけ南側の10基は長軸方向の共通する土坑を中心に整

然とした規則的な配列状態を示しており，しかもそのうちの８基が壁面や底面に灰白色粘
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土を貼り付けた，いわゆる粘土貼り土坑で占められていたことが注意される。

　これら最大厚15㎝にも達する粘土が貼りつけられた土坑はいずれも廃絶時期が中世以降

と推定されるものであり，長径302㎝を測るＡ区２号土坑をはじめとして，平均長径が211㎝

以上と特に大形の例で構成されていたことでも注目される。本例は長軸方向でも特徴的で

あり，南北に細長いＡ区４号土坑を除く７基は東西に細長くＮ－63°～ 88°－Ｅの範囲に

集中している。中でもＡ区７・８・９号土坑の３基はいずれもＮ－87°－Ｅを示すだけで

なく，短辺を連接しながら直線的に１列に配置されており，粘土貼り土坑の機能がこのエ

リアと密接に結びつき，廃絶後も新たな土坑が次々に構築されていたことをうかがわせ

る。円形プランの唯一の粘土貼り土坑であるＡ区18号土坑が本エリアに占地していること

も，以上の可能性を物語るものである。

　一般的に（隅丸）長方形プランの土坑はイモ穴などの貯蔵施設として利用されることが

多く，当該土坑が一カ所に集中することは他地域の調査事例でも報告されているが，壁や

底面に灰白色粘土を厚く貼り付けた粘土貼り土坑の用途を以上の貯蔵施設と同列で論じる

ことは困難であり，耐水性にすぐれた粘土の特性を考えるならば，広い意味での水溜めな

どに利用された施設などとしてとらえるのが妥当である。確認された粘土貼り土坑は全般

的に浅いが，本来は相応の深さを有していた可能性が高い。また，過去の調査事例などよ

り墓域に伴い検出されることが知られているが，今回の発掘調査で検出された粘土貼り土

坑からは骨やなどの埋葬施設と関連する遺物の出土は確認されていないことや，前述した

法量や平面形の多様性から，埋葬施設以外の性格と考えている。

　以上のことより，当該期の本調査区において貯蔵施設と水溜め施設という２種類の土坑

が継続的に造られたことになる。いずれも農業関連施設としての性格が強いものであり，

中世以降の本地点における土地利用との関連で示唆的であることは前述した通りである。

第４節　おわりに

　今回の発掘調査において，以上のような成果が確認できた。７世紀から９世紀における

集落の存在や15世紀の所産と判断した遺物が出土した粘土貼り土坑や粘土を貼らない土坑

の分布，粘土貼り土坑から出土した遺物などから埋葬施設以外の用途として利用された可

能性，特に粘土を貼るという行為から水貯めやそれに類する行為が想定され，農業施設の

利用をも可能性が指摘できたことは当該地における土地利用の変遷を復元する為に大きな

成果であろう。また，７世紀から９世紀の竪穴建物跡の拡がり，周辺に位置する中世期に

おける居館等との今回の発掘調査で検出された遺構，特に土坑との関連性など，公にされ

ているデータにより７世紀から９世紀や15世紀以降の環境復元は明確にすることができな

かったことは今後の課題としての成果と言えよう。今回の発掘調査が環境復元の一助とな

ることを願う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（辻　弘和）
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